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入し欠さ時る

義た損れ期も
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がき整い著が
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のしっ

と状延行

不に認

な
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さ発てて

と
がのも

い期もい

て時る
あ

、し督が

が著やの

る
促遅をっ

督く促

居を努お、

手十め、速

当分て不や

のにま足か

支確い払に

給認りの追

にのまあ給

つうすっの

きえ。た手

ま、も続

し適のを

て正に行

はなつい

分とこ日
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精にな務

ーにもと勤
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にすに当
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い十い

内を活当り

務 る分ま
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カ
て賃割を払っ

航はと高支とた

空、定な給な。

賃最め航しっ

のもら空たて

支安れ会こい

給価て社とる

額ないのかも

に普る航らの

つ通が空、が

い運、賃過あ

行程帰支い十当な

命で路給る分、っ

令旅のしがで航て

の行日な、な空い

行し当い精か運る

程た、こ算っ賃も

と場航と時た等の

異合空とのたがが

なに賃さ確め過あ

るは等れ認、払っ

行、をてが日とた
。

オ

増不が分大あい

額足あまをにっ用て

し払った誤支た務、

なとた、っ給。地私

かな。移たしか事

っっ転こてら都

たて料といの合

こいのかる帰に

とる路らも庁よ

かも程、のにり

らの区過がお旅

、

エ

休と給て離行が

暇かし赴、島わ増

をらて任赴以れ額

誤、い旅任外るさ

っ賃る費がの場れ

て金もの離地合る

付をの支島域はが

与過が給のと、、

し大あに地の移誤

たにっお域間転っ

こ支たいとで料て

。

ウ

らっ
、て臨

１い時

箇る職

月も員

分のに

不が対

足あし

払っ、

とた有

な。給

の運行は

航航賃いな、

空空をまお速

賃賃支す、や

のを給。過か

支確す払に

給認るの返

にのなあ納

当うどっの

たえ、た手三 っ、適も続

て最正のを

はもなに行

うまは

なすな、

ど。お速

、、や

適過か

正払に

なの返

事あ納

務っの

処た手

理も続

にのを

努に行

きをお

ま行旅い

しい費て

てまの、

はし精速

、た算や

速。にか

やつに

かき旅

にま行

追し行

給て程

やは等

を努は経なす

十めな、赴路ど。な

分てお速任や、お

にま、や旅移適、

確い過か費転正不

認り払にの料な足
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うすあ納給路務や
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ま
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いした

りて。

返、の

納帰確

の庁認

手後を

続に行

事ついて確てた

務きまは認まも

処まし、をいの

理した赴行りに

にて。任うまつ

、
関
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類
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節た修足ず契たよ
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予な交
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あ

にので

路常能

経通可

い路っ

つ経

金

、よこ

てにた

曜経ると

日

旅通を
な理

品づ
のき
購、
入適
に正
当な
た事
っ務
て処
は理
、を
関行
係い

す

修規ま

の係い

品関行
づ
耗基
消に

や等。

繕程
な

に正
入適
購、
のき
品

交長行

の、執

額にな

当

て

必わめ

はに努

付期に
持り

小手い

最るま

要た
どを。

と管す

に保ま

限

算事際

の務費

執処に

行理係

にをる

当行前

たい渡

っま資

てす金

は。に

、つ

今き

後ま

す

路経ま

経のい

行常行
よ
まる
きす

つと。

に路
な

最正
、適
は、
てう
し

規ま

も

程す
等。

事

目る
係
に
出項

項支事

て処
っ務
た

止
め廃

項 他事
討 の検

そ

とし

、
とし
る もて

適は

経事

る
係
に
産項
資事

、

のの局いお前

的処
済務

て員

検出支出のるい渡

事業、はが

先払先企が

討務法務出他当支

事方

出事っ

所に所納の該払

いおが先務て

につに員

る

けてい支事所い

事お

し所資。

る、て出務の

費部本てに金

項経一は

す と 公生れ対 発用さに
措 て 車、いる し 用して

に賠た置 よ償。

る金
交及

出

故繕支

事修が

通び円

が費

ウ

るの売不定るっ

がが不り用をがて

、あ用払の行、い

作っとう決うこな

成たな場定これい

し。っ合やとらも

てたに売とのの

い薬お払さ決が

な品いいれ定あ

い等てのてをっ

もを、決い行た
。

アイ

不をがもいに作

建動行、の借て準成

物産う登が用はじす

を登こ記あし、てる

増記とをって自固こ

築法と行たい己定と

しにさっ。る所資と

たよれて土有産さ

とりてい地の台れ

き登いなに土帳て

は記るいつ地をい

も
らい
なな
ばい
れて

、

た
作っ
、あ

がが
いの
な

い

為庶所で資ま

し。
成

り管り 講出、務長あ金

払程専ま理ま

先支規の

向。

務にに決すにす

事

い項、け

じ所つお事が
務、

おまてと事て

にき
て一、の今 たけし、し
っ素、

経は部行簡後

る

措の北出て化検

費、を

、喚ろすに

はをこ対止

す意層

用各起でる一

公

め

に会、が識努

車種し
及の引高て

よ議そ、の
続をい

交び周き揚ま

る

ま

事書徹き図り

通文知
達を員、す

故通底職り

対等図の事。

の

速っ定

や不てを

か用は行

にと、う

作な関な

成っ係ど

した規適

ま薬定正

し品等な

た等に事

。の基務

売づ処

りき理

今な速係す

建後事なや借規るな

物、務おか用定なお

増こ処、にし等ど、

築の理未登てに適未

によを登記い基正作

伴う行記のるづな成

うないの手土き事な

登こまも続地、務も

記とすのをに固処の

にが。に行つ定理に

つなついき資をつ

きいきまま産行き

四

事る効を

支海先いと討
め 置負企務と率進

出道
局のろなて

担業所こ的

よて通の

策にっ交故

行

注た全発

つりき安再

に

払、を

て意とに防

い

い不行

に用い

当のま

た決す

まよましし台いま

。

しうしたて帳まし

て、て。はをすて

は適は、作。は

、正、関成、
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期にば

る
係

に
産項

資事

手名とれて

号外第

き随る

る
係

に
約項

契事

要約検

号

あ事

資の集

月 る項 別

二 。事 会

日 計
企

項 営
公

金

会
業

曜

を
計等

日

ずいこい取っ台項

く
除

装台るのて得て帳に

械

い

置帳。たの経いのつ

い式て

等様め登過な様

にどのや検

の式、記な

同地関がで登討

種が土

る

に一やす明、録す

別

定べ必

かと建るら固す

項に資き要

かな物事か

する検固す必な
わっに

争るの討定る要ら

数競
の入方です資た事な

料

が

額札が、る産め項い
登、

かに経契必は、を
定録土

らよ済約要管固
の資し地

する的方が理

る適産な、

る単と法あ
つ。正台け建

と価考に

約らいを帳れ物

、契え
。固理管

的す管な
、

指
か

が臨に査は意こし
な

約とし

あ床つ項、契と

や査にさ、

る検い目検

の、件依よれ年

。査て

こいの

依年数頼るて間

を少すとる検

頼間がを
で依

係通なるが。査

に
契たと度き頼

るじい都
ど額に

てなとな績札

、

業化

事金企中

臨はどこ

簡を納つ

の理出に

務管
よ検

化うにて

素行員い

率、事す

効める討

とた

講

）

な局の必

的本務る

資必を

契定上理

措
た

じ て

法台なっ

方産要行

約

つをい

つに項ま

に帳事
す

検ま載ま

てき登り

い
ては資

して、。

討しし

床、をろのをよ
ま、産

か考単

検検考でほもる

項しり、慮価

査査慮あ

入約

依目、ま年に契

の

約がのれと

頼や契す間

る

係数方、検たす

に件

後依えな

るあ法今査う

約い決は頼、ど

契るを

数名よ

には定、手指、

定う締た

ウ

置

つ地し検

が

警約処めに結。

契に

イ

備は理、な

指節らと指

な 導歳」目し導

今の

い 出 事の）項て事

ア

ま、正

り後適

い

、らの

なて指算がわも

出範歳ずが

予い導支の

き域て査料競り
算る事

実入済

ま事い項の争経

イ

し情た目
摘少や行

を開も指書執

け前が事額設す

受始の

ア
出と務

摘歳こ業

指る検

年て年

、、で前っ新

事

と

房年る度い度

暖新き
開うににな

及度よ中る
約かて

清始債契もっ

び

る

業か負をかい

掃時務
業行結らも

務ら担締わ
き、が

係務為でずの

に

っ

委円しる契あ

るがと

区建）い項
託滑てよ約

算 》分設河る》 が 予 項

従務費の はに総川も 、
っ費が 、
て」あ 項 定

す）た ら執と目っ ） め

川 た設 しべ河。 れ行建
けと調 管 なき

ばろ費 項費
れこ査 款理

項負囲出、あ

目なを」

当の》担内予物っ

配も
をが行に算品た

不購

受あ心為おがの。

障、て足入

けっ身はい

約

に。害配行し契

ずた
総さこいを

需者当うて
がにっ

費合れとる行

用

い

執談歳でもて

で相た

）予るかる

行所出きか

書き

てにあ項工計べ
し

名たのかエ

い指っ》事
行判コ

い競。施らア

な

おし設

も入に断ン

に争
かをいて置

か札

川、事事

わ執旭て工工
負、

ずし美工請を

ら行
年い館仕費適

、て術事

項予がに
度る）様で切

、な契

はきる

》算で係
に

が、務

当が事

配い約
設て

れ用い

け防お

な消
す点当

行等配

執備、

ば

各行中

平の担度

掃負年

委為に

成

のを

度契定約

年託設契

るつ旨結

係に趣締

に約

五

づし

備ま基ま

警きにし

に行

歳的を
目行

、

、し

のたす

算っま

予沿い

出
算
当予

にな
行切

執適。

必の理

年に算処

っ科
た

な期努

品日要早に

物月
算求ま

購確予要め

のを
早行。

契すををす

入認
当とにな

にと期う

約る

内遵

っに握、

たも把ど

適

工を、

額等し

少容守
慮事

施考な

の分正

事十
た、理

当上処

にの務

行

なす

入うま
よめ

っ財に

事な
約の
契と

・こ。

札
っ正

た適
当う
によ
務い

、平

房は、。

暖てきた

び債成

及
清務 行執

執る
、よ

はに
て目

不な

は事、正

て、し適

当行予務

配執足事

、業

す

、則ま

は規め

て務努

行
は執

てな

事を。

工等

の努
こに

、
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いめ額

指収もらと

摘入のれな収収所

入 事はでるっ入

項、あがて未管

》厳り、い済 項

号

２
平収 成入収 十に入 四係未 年る済 八

）
額部

庁じ帯力の解の

保
）
健
福
祉
部

導施収不に連告こ

円
千

目
）
母遺金

子児等

福福
祉祉
資修
金学
貸資
付金
金貸
、付

目額部

把常厳済層修話

正、依る

にさ然も）））
総 確まとの道

保ざしが

務 しまてあ

なな収っ

部 け徴入た税

れ収未。千

ば努済円

な力額

らがが

な認多

事額

き税な

月項が 二多 日

の
も

い

金

曜

日

進活

担、のに措消促生

を努を保

当指実応置に

をた講め図護

者導態じ

議底把分じるり費

会徹

す還

及を握割るとま返

ども。金

び図し納なと

と債やしに等

施る、入

不つ

事と務納て、に

行

の期入納き

務も者入収

ろ
査、支限未欠ま

監に

にで

のや入納児つ絡等
職よあ

ほ口未欠童き、
し員りり

か座済損保ま
措ての納、

、振額処護
の置は訪入徴

償替の理
消促費、問の収

還を解
極に進徴督に促事

促積
特的努を収促よ進務

進

当

別にめ図金状るに担
め者

対推るり等の納努
相てに

策進とま各送入

事すとす種付

握習正額努母学、

し滞なのめ子資文

、納措圧ま寡金書

財者置縮す婦貸、

産、をを。福付訪

調悪講図祉金問

査質じり資等等

等滞る、金にに

を納な道貸つよ

行者ど税付きる

うにし収金ま償

と対て入、し還

とし、確遺ての

道続のっ

税き推た

収、進場

入道に合

の税努に

確広めは

保報る、

にのほ早

つ充か期

き実、に

ま強道滞

し化税納

てやがの

額処て

等滞払の済損し

世能長の理は

を納い延

、

通

収所収収所

入 入入

し

業るも。徴や談い対

催と支

のなに収電やる

実ど、金話

収収所収

入入 入

もて収保児は督

には入に福、促

、、未一祉電指

収収所

入入

は自滞原

、主納因

引納とを

未管未管

済済 項

額部目額部

）））））
水 水林 付

産 産業 金

林 林改

務 千 千務善
円 円部資部

金
貸
付
金

未管
済 項項

目額部目

））））

農特 農

用 業

政林 改
良千産

資円部物

金振

貸興

付資

金金

未管

貸

済 項
目額部

）））
経 中高
小度

済 企化
業資

部 千 近金
円 代貸
化付
に金
係等
る

済のるつ務や

額実な林き者電

に態ど業ま及話

つをし改しび、

き十て善て連直

ま分、資は帯接

し把収金、保訪

て握入貸滞証問

はしの付納人に

、、確金のをよ

今法保の実類り

後的に収態型、

置対つなと書権

も応農きがもやの特

検に業まらに訪早用

討よ改し、、問期林

しり良て債借等回産

な債資は務受に収物

が権金、者者よに振

ら回貸関のやる努興

、収付係実連督め資

個に金機態帯促ま金

別努の関把保をす貸

案め収と握証行。付

付関密把十承応

中金係に握分認じ

小等指しに協やな

企の導、努議分い

業収団貸めの割場

近入体付る上納合

代未や先と、入は

化済他やと保等、

に額の連も証の担

係に債帯に人債保

るつ権保、等務権

高き者証関に履実

実に

の把徹図入債う消

の施努

未握底今り督権
及速機め

然及す後、励
々びや関ま

防びるも個
この不かをす

止資よ、
指れ債納な指。

対産う

と収導ら務欠不導

策・

欠、

し入し指者損納し

状要損収

てのて導のの

る一況件処入

は届いの

帯導

保世指

被該入
、出

に活っ

帯生行

世のを

護
るをり

す態お

対実て

六

分

調にた

問確ま

訪的、

と措努入に化

も置め未応し割

、をま済じ、納

滞講す額て文入

納じ。に債書の

件ま入連に人う金

にす未携努になの

即。済をめ対ど収

し額とるし、入

たにりと文債未

度まと人係対行行

化しの等機しを等

資て連の関て求法

金は携実と債め的

貸、を態も務、措

を済

生義と層にに理未

じ当行額

活務この応該

で底たすうの

実履ろ徹

のをすを納るよ解

態行

よし正

に握不

査把、

。

当納給

り、受



平
成 収十
四 入

年 項

八

北 海

収収所

入入未管
済 項
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収収所

入入未管
済 項

号外第

収収所

入入未管
済 項

号

目月 ）二 附料日 属
病
院
に
お金 け
る曜 診
療日

目額部

納整強引

）））
建 河
川

設 に
係千
る円部

堤
塘
使
用
料

額部

めにを電把なのて

目
）））
建 道
営

設 住
宅千
駐円部

車
場
使
用
料

目額部

めに務付長促た

）））
建 道
営

設 住
千 宅
円 使部

用
料

す管ふ増置すま払的措 指

今整理化診き

後理のに療続

と状よ努料き

も況りめ収、

、を一ま入訪

各把層すの問

土握の。確、

木す促保電

現る進に話

業とのつ等

所とたきに

にもめまよ

おに、しる

ま河つ進話握ど確文

す川きめ及し滞保書

。にまるび、納を通

係した面分解図知

るてめ談納消るに

堤は、に等によよ

塘、文よの向うり

使実書り計け、指

用効に各画て各導

料のよ滞的取土し

のある納なり木ま

収る催者納組現し

入滞促の付み業た

ま道つ道処督期の適

す営き営理励の申切

。住ま住要を滞立な

宅し宅綱定納を措

駐て駐」期者行置

車は車を的にうを

場、場制に対な講

使滞使定実しどじ

用納用し施て滞、

料者料、す裁納収

の対滞文る判の入

収策納書と所実の

入と整にとに態確

額を。道しの措置

な講営て督置を

どじ住は促な引

滞、宅、やどき

納収使滞催滞続

の入用納告納き

実未料者、の講

態済のに住実じ

に額収対宅態、

応の入し明に収

じ解未て渡応入

た消済計訴じの

適に額画訟た確

化、

を、強え

導が理ま

なと間画

う後期計

行今
前納

の、のな

ども」的

督

の分

に業度や

促林年入

て資施納

め善実割

努改

け、指て督

る滞導は促

滞納の、の

ア

地付た導

直義土送っ指

納の実を、所。
収ち務

未
済整ほ情促収長

額理かをす入あ

、

理よも支に保

入導

収指

未し
済て等るに払応に

額、事納、督じ努

収収所

入入

切努に的等適保

なめつなの切に

処まき支法な努

収収所

入入

をの

り債果額

お金結入

ま権

入に者のが。事

入
収所

送付し》

を、に貸著項

し入遅

け入付収く

受納
けおし

れ知なに延

入通
ばてい

とをれいて

る書
ら通も

は成な、る

き作
い書が

調てな知の

、し

項

事事
後入がのあ

定納

で
切
適

が
い
扱
取
の》

務

未管

の
も

い
な

済 項
目額部

）））
教 公貸
立付

育 高金
等千

学円庁

校
奨
学
資

未管

金

済 項
目額部

）））
教 高
等

育 学
校千
授円庁

業
料

札
））
額部
済
未管

幌
医
科

に
収速

迅
、、

学 円
大 千

。
当す

にま
務い
事行
入

っ
た

七

ま

者進者の応め

、
は

て

状の還たす

にやへ償じ

度対置

す況制に措。

対

旨る講

文応趣すを

るに
啓識、

・たの意じ

書じ
、蒙入

話還蒙啓収

電償
に励貸な確

等督

がが適識努未のに

、ら切のめ公済解学

今、に向ま立額消校

後滞行上す高ににと

と納うを。等つ努の

も者と図学きめ連

学にとる校まて携

校対もな奨しいを

としにど学てる密

のて、、資はとに

連督保収金、こし

携促護入貸かろな

料にな防ま行

まに医ど止高しい

た係療とに等てそ

、る費十努学はの

収もの分め校、解

入の支相ま授文消

未で払談す業書に

済あいし。料や努

額る方、の電め

のこ法収収話て

大とに入入等い

半かつ未未にる

と指

か証むな

ほ保組的

納よもを

滞にと導

、人
未ま

実納、い

のるに行

応ど常。

にな払す

態付

理
処

務
事

た積者

じに習

新終、に

よ、与ど保

を

貸者態層

収規了実一

る

付ねでが
促与へに努

納

をや者確

密指の保金てすら

に導納にのかが、

し等入一収ら、滞

なを意層入そ更納

がらい済済よと

入、て額額るこ

院退、のに督ろ

診院患発つ促で

療前者生きをす

具

納に、

割的は

分極に

やり体

入取



し導

要が給のう終給指

養をて事

件生を就扶期

をじ終職

北 海

いつ３

３

いて出１ア

ない支－

係諸養導扶

も検に扶指

がする手手事養

の討

道 公 報

て改当上か

業占、

検軽認良該をし

主務め業

しそ討油定を
きたがる務

くの事引で
税るるそこ内

遅他項取

延》

号外第

ウ
収、付の理

指は還認処

な請時

事入過し申に

導
項証誤

号

平イ 成を 十勝生 四馬じ 年投て 八

る》

欠た了や手誤い項

ののたも

い日す妻当っ

場属こ雇認この

たのる

にかあ

合すと用定とが

月な険おらっ

にるに保

過。

、をるのい、た

は
っ、給、大

そもが受て
伴給支

事て子に支に

の

当当項手
書努に

実支供

は

っ必項の》当

ある事

あを扶

のが給、

た要支

族

確。っ親

、る誤養

で

もて

方るし

のいと

認て

者業のと容
し

にのの

法
確

て係の務者がの

しに

す全件認

いるうとの要

も税、る業とが

る免ち

のっ分

の軽農者務な十

使のつ概てに

が油地に

るわ

っ用造いねい行

あ
た者成て
以して

。と又は％。れ

に間

し度合申に

しは、

要

がょれ係を

》紙ちけ

た

誤付な還し

過うばる
と

ょ当なにこ

ち相ら付
ど

付をがいな

う額いお
ら

場や建、か

の速、て
す

にに確務著

合か築事

票い

起止き

月券る 二のも 日

にた
金っ

代あ
売が

発の

金

過
、。

曜

足
不

日

をまお納

類めな返

職強

払ま

分。過せ

十す、さ

、つ。

しにた

認分し

確
務は

事て

なし

正ま

適き

支
の

。当

た手

し養

ま扶 と請該

は
て
っ
た
当
に
給

す

油のら同が当

軽てか
定のにさる

引認他様な
免た否

税に免、れか

取

の

係き軽税都か

につ税
し使油、認

るま油軽度
用税を

税て用使免定

免

う

油、に者軽行

軽は者

しに収ま。

使平お証油

紙は

がめ証て

な努入し

足。過事

不すの、

らま

を

びょ理

及ち処

金誤務
還に

金の速

剰付迅

過う

事びる

入及す

収員化
発

に

取員も

の事と

務従と
るり

にすよ

い対、

扱に
し講注

ま務層

き業一

つ

イ

に員

理職

処、

出
届
、

を給指勤ななる

、ア

ら

けの使こ
過通指プに積

る交用と

用成
者

賃駐

と年場付者と

っ住導居算場

指住の車

ま

のにい

生付行

てせら

ウ

防つ

て習意
算かあ指得養い

バ

のを

イ
、を喚

は会を

職れス

しし導通経どけ

手や員ば運

なて事勤路

る》当利のな賃

かい項

なす

たもの用通らと

っ

定通実いべ

この認交勤

と

かあに機態がき

とが

、十乗こ

らっお関を、

過。て運分換ろ

、たい
の認に直

大は賃確えを

は算
支通額しよ通

に、

事勤ペ、す

大勤導通リ

こ

支当項手イ割る

に手

のカ率と

給の》当ド引
計な

て給額ーをに

し支

る誤算を算る

いをのド
に用て、

もっ出使しが
賃の

がいおす運こ

のて

っもて場額計

あるいる

事手定使
たの、合を算

手項当の用

、ず、た居

大当》の基料

雇に過。

含

保扶にの支礎を

用被

給に含め

険養支支給に

受としをおまて

の者給

てな定

給認て誤いれ算

しるて、いし

の定いっ

益こ

無たもい誤共た

有

がもて費と

をこのるっ

が
認かあの家やか

確と

あと、

入らっ導年が者

。項るし妻

額 力、た事

手過
続大》とての

込定養 円 きに見認扶 万

当 上

行給ます手 以

を支
なてるこの の

わしれる
はが定 常

かい者と認 恒

お な

たも、でに 的

っる
とが所扶ない

この被き

の

手にも

養職た

扶就し
扶支

支被、

のりの

当よ
いの額

お者月

に養給

給

電

子認の

、更更

て変変

類事なし

に書な給

供定

、し

納勤を務おま

返通

せ当分理未た

さ手十処

支認努給

まの確に支。

にるまに

た給すめ分

し

ま

たう。き

当よすつ

。

通類めな

に書努

。

っ指

す、

お納勤をまお

な返
過せ当分。過

、さ手十

分し支認分

払まの確払

つ。に、つ

にた給しに

なし

また正ま

き当適き

め

返住類努

に書に
しっ

当十す

さ手をま

納居等
給認

し支確

まの分。

せ

っ正
た適
当、

。にし

た
お

な返扶類めな

に書努

さ手十す、

お納養をま

の確払

過せ当分。過

、

給しに

分し支認分

払ま

当適き

つ。に、つ

にた

に
しっなし

また正ま

き

手十ま

養をめ

扶類努
書

給の
支認
の確。

当分す

に上 八

て

て導し

っ正
た適

当、

正支

関適、

、、は

はし

、

はは務は

てて事て

係 係に員

職関理職

、、処

理
関処
、務

は事
てな

員

、

はは務は

てて事て

係 係に員

職関理職

、、処

理
関処

、務
は事

てな

員 係



平
成 るア十 時も指務週時四 間の摘週にに間年 外事休お行に八
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象わ。

い合象業対かた

になにとら

教休等と務

、

特に支ら対なず

員日
殊部給なしる

道 公 報

数そき給に特の導
も指

項

、にのな停支殊事

り
月わ月い止給勤

号外第

ウエ

も導通

勤じをらこる指

なの事勤

自手通実なと

動当勤測い

号

対

スと事

バい導

の払指

勤項日いっ月 務》にてたし二 手勤、場て日

のを休は間

当務週合時

給じの勤勤

支命日、外

をた振務務金

っ間を命当

誤時替を手

曜

い勤のた支

て外別じを

日

給

業活すい支指支

は努

校し業し

務動る開給導

当指と記て務て

手のこ

る従な

は導に念いにい

務るにも事い

、業な日

たの

務をが行のしも

勤

支た、にが

を行、っや

っ

した給指支もあ

要っ
はなてた

な場対導給か

て手

のたのが月し務》

当病誤い当

初っ手、を

支

か通を気っるの

日て

暇この給

ら勤支休たも

日なす期とがを

末し給

らっっ

まいる間かあ誤

合と係、たて

で場こに
大る

全にがる過。い

の

項手
要理に

、
日はで支

あ》当

車の距等がどが

確らっは

等認離に、か

適り認、た、

を定がよ

用お正確が過。出

使に

分に、

すいで認十大張

、るなで支休

るてあし

し等

に必かけな給暇

者

うばってに

係要どれか
に

通応かなたいよ

るに

とて
賃っ》

運な項

書努

かが
との

こも
たる

しい

めな

足。
不た

、っ
らあ

外係す、

間関まお

時、
手を給

務定支

勤規。未
き

支しつ

の守に

当遵分

なて

つ正し

に適ま

給、

務お、

教、事なは。

き

理誤納

特給処、返

員支
努のは

業件にり又

殊要
まっ給

手をめあ追

務等
。も手

の分すたの

当十
に認にを

給確の続

支に

お納

件にな返

当しつ行

十ま過せ

をめ、さ

等努
にた

に。分し

分す払ま

適し

、ま

しき

認つ。

確

通類めな返通
なは

正て

す、さ手

勤をまお納勤

まの

当分。過せ当

手十

た給

支認分し支

の確払
き当

に、つ。に

給しに

っなしっ

た正また

当適

執は

は務はは

て事てて

－ア

３

てに支

し行、

ま

導臨応をし

２指に件与

しし

っ適まま

た、きい
整なて

て正

指時理いい て あ時間な

処員

務職

事、
休を し

員給

関理職支

、処、、

イ

係に

給ら分指務間たるば

職てたこ

賃事時じ満た

与てか

》員付しと

金項

賃

給るな、

有すいら

の
に員を

暇と職金

休こい
に

勤る誤大

、なに過

は
要付給

期、て支

務がっ

導間し職る

間

い

事外た員も
が いあ項勤たにの 円 な

命、間あ もっ

》務め時
間勤た 。令時外っ のた
４の外務。

が簿

分業名務当 名工氏勤手

６

験誤し支 、試ををを

ら
万）ていし

場って給

ま日命っ間外 て

たのじたを勤な

な、指たこ超務い 円 い
っ い週定時とえ手に あ

か た も休を間かた当も
をか の。日行にら勤等

振時支わ がのっ満、務

振てた

替いな替間給ら
、 分

やるい等にしず 名

すけ支 、

休が時を対な

数っるれ給 ５

日、間行

万代務でた時ばし

の勤

め間ら

摘週にのた時な

日い替、外な

事休お振

務に

》にてや勤勤い

項
務４のを手も

勤、別務
へじをか

を時週命当か
給ら

じ未のた支わ

命間
の替間しず

青た満振時

支

の間勤をにな、

年時

っすれ給

家外務行対け

品

しず、食
）勤時

な、

工

け支万加

れ給

研 ばし

究

ななン あ

らいセ 円

なて

、 。

にもー た

いいタ っ

かが
もの
か

務お

臨て事な

っな

わ名

員勤理過

職、処、

時は
めに

の要努分

へ務に払

給をまつ

有件

九

確し

暇分。ま

休十すき

納

時、めな返

は努に

の

せ

外係す、さ

間関まお
分し

務定払ま

勤規。過

の守つ。

当遵にた

手を

給

に適し

給、ま

支しき

まおま

時、めなし

は努
。未た

外係す、し

間関

分

手を給

務定支。

勤規
、き

支しつ

の守に

当遵

。
た
し

ま
し

給

に適ま

給

職

に、、

与しは

付認て

なは

つ正て

た正員

当適

てに員

し行職

ま執、

き

、

ま執は

きなて

つ正し

てに支

し行



っ旅乗得

空請の得

た指航費券ず

事機求半ら
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実

半とい証機確又に事
かの

券さ場明を認はも
乗か確

又れ合な利す搭

はてにど用る

道 公 報

３

のたも３は

－

摘空旅

整この旅指航、

費の事機費

理とが旅費

やかあ

号外第

イウ
導臨て

態勤も給な指い

て事時、

臨に務かしっ
かい項職有

時応をかな

職じ要わ

号

平
成し指 十て導 四い事 年る項 八

》用に又な

項利書券れ
乗合

係付搭場

に添はい

旅べ証は

るす

狩に航書用

石行き明、

育い機や先

教お空が務

）、搭を対

局てのむの

おはをしこ証わ認

っ務

乗り用旅たと明らを

搭

っ

証、務行事と書ず行
航て

明や先者実さが、
付空い

書むのにをれ添
いさ機な

をを対提旅て
命るれをい

添得応出行
せ令がて利も

付ず証さ
、、権、い用の

す得明
れ宿航者半なしが

るら
とな泊空が券いたあ

こ

欠らっ請項を請
うまし

手用書

勤、た求》利求
て航

た足続しに

し不。

行機

間い不旅空

時払が

た搭

計な切しの

のと適

合券

をても場乗

算っな

理給当

っるにの

誤いの

休

員てしらっる》員給

の対暇

の支なずたもに

誤とがすの

通給い、こ

るにっかある取

勤す日

に

当こ勤てらっ賃得

手

。の係

はと務通、た金

命手足支る

、にを勤不

勤

勤るじ当払給出

通な

支とお簿

のがたをいに

も》

てな給与

実、に
月の 二が 日

。
た

っ
あ

金

曜

日

、

空は理お

航て処な

に

係め空

を関努航

機、に
利

す達すを

用通ま機

利

た

費守し

旅遵用

るを。

した

給適実

支、事

のし

、

な、は

正おて。

適な
をの

処機定

務空所

事航
めしを

努用続

に利手

理
た

。実確

す事い

また行

て

努おま空っ

になし航
、

ま未たをは

め、し機
すの

。給用こ

す支。利

き行な

つ旅う

にるよ

分

状

て費の

し旅と

まのこ

おま金況

臨は事なし賃

職通処、しの等

時、務

。給十

員勤理未た支を

通実努給に分

ののに支
まにた認

勤態め分当確
て、

当十すつっし

手を

正

支確まは適

の分。き

返

にして休な

給認し、

に切は

。
た
し

ま
せ

さ
納

アイ

た事務

当な用 つし
に認

地こあ泊と指

イ
きま

指 者もをっ

支によ

、給い

は支な 暇事
な一取明走とが指

付処

た適、の務

当、は

っ正支

明りもア 応きる
と確旅の指合な

）とる料な導長

証、こ

間

費のににをっ事期

旅

い》の

の地なも支て項

がかしる研

宿域るか給

に

料分、わたも修

泊区

ずとが係

はに用らこの

宿じ地、かある

、応務

、た費

泊てが甲らっ旅

給地方過。の

地支乙地
で宿い給

用す方の払支

導
務る

て 赴がか支

事

養わし項 円 い 任扶か給
もっ

費親らた》 るあ 旅
支に、とのた

の族ずこ

に当養ら
が 給該扶か。

名 おし親、
１

い移払萌 分 いて族過留

、な転い支 、 て
配い料と庁

行か１摘
偶に等な万）

いか距ら件事

い定扱ら

きをとで離、、項

と額

払万

は乗なあに過５》

貸じっっ応

切ててたじい

バ得いにたと

スたるも額な

志 あ

の額がかをっ後 円

給い教 っ

走を、か支て

担らしる育 た

行支負わ

離す額ずたも局 。

距給

出のと
にるが、この）

し支事張車き

は認費摘

は実

らて給項時賃は

な
る則貸、費

ない規》に
バの支

同も等切そを

い

し

職が取ス負給

行のの

っい利額、

員あ扱を担
し明ら

証たを用が明

の

かで

にったらか

明。誤

さ

な空と

明航と
よた場

用い

三利て

第をれ

ど機
る事、

よたが

にしる

者

な

に確的

明を観

証実客

返日

をまに

づす証

基認

費分。お納額

旅十すな

支認過せ費

の確、さ旅

に、分し支

給し払まの

た正つ。に

当適にた給

しっ

て事また

っなき当

赴類務な返

書にに

は務

旅をま、さ

任等めお納

の分。払ま

費十す過せ
つ。

給認にた

支確分し

正し

た適ま

当、き

にし

さ

すお納

まな返

めに

っ

にた
分し

払ま
過せ

。、

出費十
旅を

し
ま
き

つ。

の

に給認

時支確

張の分
っ適

バた、

切当上

貸に
用、事

利はな

をて正

ス

書
明
証

応
対。
のた
先し

を 一取 〇

理はは

、処てて

せ
寄

り

係

地努職関

務に、、

用

、

は事は

てなて

等め員

は
て

係理員

関処職

、務 理

た係処

し関務

員
職

、

確
て

の等努

合類に

場書

ま
し

認
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済

親職以分るも支っ経

い性

族務下にがか給て

をに６掲、かし

道 公 報

エ
導赴

動る夫わた誤て指

る事任

に部がらこっい

よ局子ずとて

号外第

ウ
導赴も

のしがいな指と

かて事任に

超て、なっ

え得こ

号

及超

お泊代を

に宿食額

項打舎を約項

い施

月 》合会工が》二 せ議夫可日

こも

議をるな

会室す能

催すにが

開用との

の利

金

当なりっ

にるよあ

曜

っ開旅。

たど、た

日

あ級げこわたるを

で開

人る以るのらこも欠

２

も

以職上額条ずとのく

あの

上員のを件、かが

用、っ

有の職適を適ら

すた区不た

す移務用満

料あるし分足。

る転に

誤い

級はるこてを払

５

のにるっと

以、者とい
給

の級区なにてな

下８

に供、か妻も項旅
規理

、転を子らのの》費

り

あ支

所勤扶供、赴がの

養旅っ給

在を養が扶任

てと親費たに

地命し妻

そらいと族に。お

がじ

転りて

れれたも移よい

場も移料支、

ぞたにに

し養

異合か転等出扶

れ
職

分すに

、
なでかしを

》費員

るたのっい項旅

算こもので

部額加たる

同

に支すとの支、

分を

らあに日

相給べかが給

する額、っお付

当すき

。ての

るこを不たいけ

をに給払、人

額と支足
てと婦異

加なしい夫事

等夕る

て設びえ

の

算る

は

泊宿代き

宿に食と

、
、計日

をし合、

料泊の
費

る泊が旅

す宿額額

徴
朝のそ

用、定に

公料所

規理給

の

法）

議大方費

会最催旅

に果開節

催効、の

開の
間努

た上時に

当を催約

はれをま

てら等め

っげ
うし

最よ慮。

、る考す

し

等努おま

定になし

小

す支。

十ま未た

をめ、

上つ

のに

認分

確。給

分

返赴
なて

正し

適ま

、き

、さ旅

認お納任

確。な

支

、払まの

上過せ費

の

つ。に

正にた給

適分し

処しっ

務また

事き当

な

任給
赴支

にはは

理てて

けて
おっ

にた
費当

旅に
族要
親給
養支
扶、
るは

等努おま

定になし

移件

支。

十ま未た

をめ、し
つ

のに

認分

確。給

分す

て

なて

正し

適ま

、き

上

３

、
費所費

経場経

の、
イ４
－

処支

務、

事は

指務わ載

ア

、、
当た給そ指て会し 回便運

ま員係

め職関

努
十
料を
転等

終もいたの

ウ

等

、

事は

地日の指行うこ

らし需

てい握

イ
処支

務

費

事行会ずて用

導旅が

》令へ定る

項命議、い
にが

の出的の

簿の型も

にあ務っ

載で事あ

記席
もせ

いに合。

おる打た

対出て

用か記

、かと

て

費応席い

該にしの導旅
項のす用る

割もて他事

かる》支る務も

引かい

、が

賃わも給必にの

運

がお性誤あ

のらのに要

た

に、あいがっっ

額ず

、い旅。

よ普ってなて
を

旅運。公団費

る通た

出

ををとの支

行賃務体

便がまるを賃
し支し総

ものあた特利の

日安に
なか普っ、定用額

で価
行便か通た最便しを

旅

給

のをわ運。も割た支

運合す

み利ら賃安引場

支な賃はる

の用ずを価

て実給普が、こ

命し、

に

でも際し通設特と

令

さ便な

あ支にて運定定

るをれ割る

り障利い賃

なしも下た引が

、が用

と

ま当が導航しちと
最

い最定

で及あ事空て、

》のるもめ

帰びっ項賃

こ泊。支航安ら

る宿た

額会なて

と料給空価れ
通る

で節に社普い

がの
たがい普運が

き約つの
は運と旅

こ可て通賃、
る最

かな、賃す行

と能

がる

道、るす
らも運の

張の用と

出務、こ

外用
終り

係了のよ

に終務に

行宿時終

旅に了、

る日
十に

令をを日

命泊刻了

いて把務

おじ分勤

に命

、適

行は、

旅てし
っ載

のの事

簿際な

令実切

命
用用務一 務務処一

に

のを努

容容に

内内理

さ

費認お納

旅確な返

分
適払ま

支、過せ

のし、
。

当なにた

に正分し

給

し

て処ま

っ務き

た事つ

、さ
お納
な返

に

、

は理

つ。
にた

分し
払ま

過せ

もてま

最いめ

、

し
ま

き

検

の済分。

費経十す

旅
常、

及通し

給な討

支的
に路な

算経切

計の適

び

納

旅分な返

十に

当及事

し過せ

命討、さ

行検お
た

当適分し

に、払ま

令
て執き

っなつ。

た切に

ま

記具め

、にし

は行ま

た記
当に。

に的す

載体

職

務め、

用努は

、にて

職
、
は
て

。
十す員

をま

て法理

っ方処

たび務

員

は

旅努て

、つ努

はにに

。員

程す職

行ま、

行め
を



イ－
３

等、が

指はが合がの６

通きにこあ負

導共、で

項乗常な使うっ担

事通

北 海

－ア

３

わとも

っ５指公かこる

事イ車らかの

た導マ用

用項クのずらが

。使

道 公 報

イ

つせ経

して指テに認不

用ーいず済

たい導公リ

も項車交てにな

こる事

と

号外第

のさあア
導購チ理

せ 決っ指ンの

い を。事入ロ由

て 定た
る 行項しッが

号

平
成指物 十摘品 四事の 年項購 八

。及

》車のい用した金

通朝き取び

券交早でた

深こい付

タ機やる扱交

とし

シを夜とを金

ク関

っい

チ用出なて

ー利の
いい

ッる庁てな

ケす退
通用

）と場るも

トこの

十不っ

料》ロ使、、あ
。

びスが分経た

及バ用

借借能認な

賃の可確済
と

げあず出

料上でせ支

に上っ

当た借な

にっに
る

、かたい

りもげて

た

かの》の換、充支

公一

備をと

らが車を整電出

っ整っさ指な

、あ検行

して

経た備てせ示っ

不

当も内たい

済。に間る
をとも

支たな容こる

な

が

と、公十かの

出りい
ッ車確、あ

なバ用分ら

も わ》たクな
め備め

っ

・両ブに

の ず花車・い
ーか

１ 、野にレも

が に
、 者技備キか 件 業菜装

に術さ装わ

ンてをず 万 発セれ置ら

注
しタい、取

納ーた特り

入認なよ

品円）ア段外

》入
をす

月に 二お 日

出
支

、
て

い

金

担
負

曜

為
行

日

に

乗券底

通車徹

共乗の
準ま

の基め

券扱努

車取
い

当づ
に基。

用にす

使

ど

マ用括な

て適
った
た

運し経

クの理、

イ車管
節

ス計利の

バ行て費

ロ
パ況に

借を状減

の画用
ま

にコ確め

げソの努

上

公内ま

た等をす

当ン認

十

。車を。

す用容す

ま

、
備し
整認
検確
車分

の

う

て執
っな
た切
当適
に

入出な

事 遵。な）購支

し、措車とこ

実 守おの

っの

確 、当置両なと

を
物と装たな 認 適該をの

よ 、 な品り置こい し 正

し取にう 物 事にまをと

購

のきたりつ適 品 務つ

してな 入

執ま。外い切

品
物

にて、は執 決

行し 、
は
て
っ
た
当
に

入
購

の

イ

共使
、な
は正

財

に財い明

っ指付た扱に

てよ底

っに徹。

て導農

－ア

３
、、
はりす

にい

るかの７指に請な

、に
は行

こに手導社基

イ

整努
会に合

期当ば収指会場

は不、行 定

が該な納導

め、経こに

努

も決いア

ま購追済の努

でか

導事還

支らか定る指返

則
規
務

出参かをも

事業お産を記

摘修
指研

付る

る項振いや交す

い

事、存のこ

も》興て残
件件と

が業補物条と

の

れ

っ対事のとさ

あに助
るに分てて

たす業処し

り限助る

補よ制補い

。

得の令、

金取等指が

助

会づ必に

交し取書明

の

項福く要も

とす続補事

金》祉補なか

がるを助

要扱っ法助添か

必取行

の書ら

でいて人金付わ

なな助交類ず

あといの

提交

旨っい成付が、

る

の関お出付

のてもにに

定

由るがすいさ決

理い

条、てを

をがあるてれ

らそた例申い行

明、っ

す、

出支らし事議要は

》とる決

納出なて項等

しがる一負定

整をいい

金に

期た、も体担書

理

入がにをよ

間科歳の的

あにあ開公り

で目

さで務

る戻雑っ催費公

し）。れ支上

場入入た

懇す席

になとる出出

合
金

、れて談るす

はけし

項負の

す加わ行の事業

ず７》担取

る費らわが

当の、、件金扱

に用ず

７額に

た把事事、のい

がにに万のお

り握前後

確い

、
開可支決

定て 催能出定

衛に、

担支生伴受 円 案で負し

のっ行出学う入 あ 内あ

時 た 内た為し院精れ っ

項、
事会

容にのて）算

を
費

加
参
の

へ
等
会
》学

補に制指

業分助

金
担
負

がに

金り等書

助よ限令

付し要要

交得必必

の取
の件

当財も条

にたなな

て残つ明

っやにを

た産

社づを。

る処基例す

。

福補守

要に会く遵

必理

法金、

にめ祉助し

性努

の交正

いす人の適

つま
定成に事

決助付な

て。

へ会
、関た処

しに当務

議負内

を。会のの

定す

を

しと金等

守等担容

遵

的出認

適体支確

、一の
、

事開当上

なににの

正

す還

。

処さっ公

務催た

の

たいす。事金

当な付

扱

てうな負取

っよる業
に

、事、金い

は、ど担
き

費に正額つ

私前適の
し

替渡事確ま

立前なの

研
を金処にて

払資務定

等
会
学

、
会

修

一へ 二

物てし

は存い記

担
負

の

。

助の、す

補件はま

、 るてに

適すっ理

事処補 ま

事例、め

な条は努

正 るは上

理れて務
務に条 す

め談懇席

努懇、出

に う、

行を理伴は
ま会談

算係

こ人努精関

う本に の
金

の交ま返規

とにめ

に
出

支
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イ
社に業

い複らて検付事

討事会おを

る数、検討

他助す項福い実

団の補

体

道 公 報

ア
社に補ず

助じ検付接ら

のも事会お助、

金た討

返の項福いを補

号外第

エ
社、

の提象かにた指て

事団一

確出経か額。導

ら確項法部

定を費わの

に受ご

号

ウ
項福

て事会

し導社

記指

営方て分る》設

い

月 経法い方。整二 費やな法備日

補理もに業

と経い等事

事区がい対

助ののつに

業分あてす金

係法た討補

に方っ検る

曜

経明でる金

るがのす助

日

団金る》祉て施
しる

、

児て

、体交必事、し

が

要がに童い

補に付要業

が

金成綱あ対会る

助助

。るの、

のし等るす館
常

額い改補一通

全ての
こに金での

をる正助室
交助童

内とつの補児

道

》祉て想助

係う

のかい

し業

やあ事、定事

還が
約たに助ての

違っ業補
す交な施

加。対金い実

補要に体

金る付い主

算

金でかな

請助綱もと

の

交間わて

をのはかっ

求

人に
れの今う度をま

命

、をが不

おけとず定》

て実支支行行適

いたの

てたな

、績出出っっ正

告明内い補支

社報がの

事が

福書確容る助出

会

な確の業あ

祉ででをも

、

人補い認がにり

法は

ずっい補

か助にせあお

祉
当て出支じ成

ら対も

が対

のに

も業

い事

な》
の

金

。助

た補

っる

あす

今関事

。う該

たよ当

額

す

、体対

は団に

後係業

し助

が導補

業指る

事を
執。交

にすの

切ま金

適
明

事に、

該体ど

当団な
実区

経のに

の業確

業事
き応る

つにす

に態分

費

し

て按通

したう

まじよ

ら確た

て書後関当か明

団事、に。

い類と係該

か審補体業間し

るのも

つ補補

否査助をに接た

びが導き助助

か及金指

業交

つ現適しま事金

に

にすてと付

い地切まし

綱

実査執。はし要

て調
てさ平のに

績し行、て

報

たい内出て補

地金度

っる訳内現助年

助添等調のに

て補の容

の補

、対付の査額、

は

求認行確助

補象を確を

業

金費めにい定事

助経

いす当が

交のるつまに

要科とて。た適

付節と
に必てに

綱目もはっ切

事
る
係

に
定

確
の

額
にご

つ

さに

行付

の
書
算
精
業

貸た

お範めが通賃っ

れ

をし

は分知
け囲通で知

ア

関行ま

、

でっ導資

返の還生あ指

正

告おれ成取改

じ 還遅

扱 書りる
アイ

等、よ年いし
指 指に未

要は支
摘審お払万摘国

さ

さのそに、出

示と、

がて８
－
３

れ支の応平

討ま合認あ検

着検場確

時い

の前定な
に
出
提

手

契

る内知きが借。

交に

はれとい約

契又さるな
れも締

は資たさにを

約

し

前ののてか結

、金額
付囲るわて

渡交範いか
、ずる

受前内がらい

を

の

たあ行交、も

けにで
かこ決品が

資らう付物

た事金
のじと定のあ

金

のにな。項前

て 金延き
りっ員

る 取よか》渡

い

納こ設

の い、たを

も 扱
限かし

２ お期と置

が に
で、い 、 てまらて 件 い

５ 、
国滞済部 万 事に延経る

務
処に金部局

事庫
理返が円）に

事議いい

項補 項会てと

》助

あ 員著っ金 円 》委、な
た 対くい額 っ にしての

る務も確 。 す事るの

酬理が健に

報処の保定

福伴 のが
払延分部精

支遅名祉う

のがっ討そ

いし、）算

る、初、たすの

をすた

の

め必工年十のる他

認

、要支

る要期度分で必

了行確が出

場がが終に

のるか時わ認あ

合あ２

て方。

要。年にれのる

な等

等にけい法

件度お

つたでいに

にまる

いがきもつ

の

付工にも
てる形のい

着理あ

おにのが

に事そ
の

、し等た

て手由っ

い
る確、

助い明で

補てが
指

交、な助

のがと補

金
決い前

決付て令

付交っ

契の。

るとす

けこま

定

ま適
きう
つよ
にい

約な

一 し正三

資

還のま

、務
は事

てな

取な前

のじ。金

金生す

設

にうを

いよ員

扱い渡

理て

ま処し

き務置

つ事

国

はをま給

、

てをい

し

。おま庫

審、終すなし

助

会議す、し補

議審了
開よ支。金

委会る未た

後適分額

の催う給の

員
速なつ確

酬、切にの

報
か務まに

支や事き定

の
払

工終てうを

な度しよ会

、関講

行期了は、受

執

せ

努２の適係さ

にが時

めヶ切職

きつに資

ま年でか員、
繕の

。に形効営質

す度

事上

たの的工向

ま」率

にもや

き期と件

が確に

決

てわ、の

し行にそ

ま
よ前方

、る令定

はれ指
を

対引手等

にう着法

国
きめ確

、続認明

しきを

め
う努

よに
の理

こ処

交

延に局

、速部

は迅る
な

に処し伴
金いお

滞行に

払には精

当支理てう

に
務め支返

っ事努、算

た

に施係図

る認実関を

て

きれ研ま

合つさのり

場

要るに

。

年まる修す

の 適

定す合、

決望場し

付
早と要切

がるの
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校支がし

に録い

っ検非歯給記て

事勤医おさる

た討常科

項の及いれも

。

道 公 報

エ

れ金

通けこし指てさ資

申ての

知れとて導大、
修請い貸

書ばかい事学

にならる項

号外第

ウ
前扱了

てしこも指取完

が事渡いし

い請との導

書らあ項資に使

る求か

に

号

平イ 成指業 十導委務 四事託の 年項料完 八

約札常

法。事契》入経
る体

底係業

徹に企

を項

う業争

よ名競

る指が

す

参

す選に

討の札

検者入

》学びてての
後工

る考

職校執なあ

校学、いが

で剤記月た

員薬務いっ

るの簿つで

あ師録にの

校額勤て勤

学月にい、

、酬実支実

医報務も務

か新簿績給

学の績給績

よら、も》学にな付
て

に定

りな翌の資必い決

のなもを

納い年が金要

のっ貸所かし

期が度あ

ま返雑た付定かて

限、

らる

で納入。手のわい

しき類ずも

にがと続書

が

納延てにが、の

返遅

い出学あ

しし処お提修

》金お用
めし貸

なた理

確委たのい残

もの、っ

、の

か認託。精て額

か
ら行をに当あ

わを料算

払う年と

ずっ支伴該る
のは

債いっ使度き

、て
者かい残支、

権なて用

いのが納

にっな額払返

》の了
理扱係

対た
月支後 二出、 日

い間
お期

にの
務当

事相

金

、経
てが

曜

託し
委過

日

そ業同

も名共

と指事

の

の

底選体

徹の業

の者企
た基

め当用

努に運

に考

す

はの

。て等

すっ準

ま

校を適る

た はら学」を

資取医様切よ

に 、徴

と記取

学 格し等式にう

件し報し録扱 校 要まの

十を 等 等た酬てしい 医

確支め分改 報 を。の定

に毎認ま

認給、確め 酬

し

のたた 務

、当月しし 執

決お

ま大て付な

）

申た

を未

。修、定、

す学は
金ない出

資要行提

学必
。た

貸類すっ

の書まだ

さに

続出類

手提書

付を

に知

に前い通

にせつ

き

ま金き遵

め資つを

努渡
て、

。精しし

すのま守

う財な

伴、正

には適

算

よ

残則処

用規務

使務事

が
支と

のこ
料な

託う
委

適
当う
によ
務い
事な
出

を
建達
、通

てな
っ切
た

エ
設

導工作日

か工い指のの

、 実

請っ執上が

わ形も

等は績実支今

者て務で

ウ

、

態下

定現を過指大形括

お適き
価場誤少導工部

アイ

まなし

き正ま

者導庁

指考る指も業指

に

額及理
導指に等名な

て名す指確
取関努

のび

すさ

いいま選る名に

て
処
、務
は事

なるた考必 る長に

す部い

加当な
こ

請に調

ら態の事事成を

のあ》負お書

ずでが項
約て成

受工っ契い作

、

と

業施。に、日

注事た

て

にをる書し

者工係調
る

し導定成い

対指予作
の

正て格がも

適し価者

請
施な書在が

ない調不

、に

格管っと事事分は
下建抵

の理てな項のを
工請設触

積費適っ》施

しいに業業す

算及用て

お一たるお者法る

にび

禁れ

い般こもいにで恐

、工止が

て管とのて施

らあ契さしあ

、理かが

通の、っ約せてる

共費

るも

仮経積た金ていに

のる一か

設費算。額い

当級とくを事舎
費率が

競たにす、指項付

事名
》争り格べ上名》属

項

のて設

入、付き位し施

事れこ等いの

札工さと

も設

係予たろ級る新

に

則、格の工

る定原をに

に

名格等特付が事

指価

のさっ係

業に級段けあ

の応者理れたる

者対業

要るれ

選すの由た。予

の指過がこて

いも、の

にな

常が名程あとい

経

考びがつか

企あ選及る

体た委理、いっ

業っ

。勝

を。員由当てた十

にに経審農

入会等該の
企経試

におつ常議業

札

場

加てて業過験

参いい
指録を明）

さ、記体が

に格か

合資か

場のも
せ

、

事をず

、査ら

は審わ
け審

本なの

にけこ

前受
査な受

審ばを

のれ査

庁

よ理

予の処
こ務

担らけ

調こい

格な行

価うを

定
い
作な。

ののす

書とま

間よし工

、

当う
によ

成

チ技事は態

のる工て形

ッの受関な

ェ術の、と

体上業法よ

ク向注係る

の図のを指

制を者令う

化ま工守に

強り施遵導

争基予

競に

やす形し努

格

業札き価

名入づ定

指
者切積

の加適の

者参、

当

に名事に

考指な算

選
っ理っ

た準処た

当基務

指い
者行
加を

参録
札記

規
会
員

委
考。

選す
名ま

、審

したの

守ま考

遵選

な選過

切名経

適指議

、
事考等 一務委に 四

、

をにま

理会き

処員つ

め

、事
はな

て正
っ適

た

正す

修に適ま

研。態、 て
にま施

等きな。

会つ 方い、

は用行は

て運を
。

名）す員

指針ま職

、

けて

行おし
く

づ
基

に
程

。名入

す指、

まるは

い
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設明

事２たつ者る機を

と置確

に等。特い名こ

はにが工に

係級殊て簿

る格な
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イ

、さ

い検工さあもはと

２特れ

て討公事れり、
こ等別て

検事共予た、

討項工定原

号外第

審

合参業け係事指指項
業査

に加法れる項名名
て者の

は者でば指審し

、資定な名査

号

ア
項業

た事設

っ討建

あ検

》事等たれ事

。

月 のにめば等二 見よになに日

期建要ない

積り必らお

に業一が、

間設ないて

つ者定、見金

て見期通期

いがの交積

曜

、もを号の

は積間信間

日

指差専、登で事す

積理

係よ

名が門原載きにる

れこるう

業生的則さる

術級たと指検

者じ技等

選いをに業か名討

のて

準る

考る要よ者ら基す

ら交の必

にもすらか、

工、選通取要

おのるず

てあ事資考信扱が

いが

ない
、っに格す号いあ

格事る

す》事価則れ級

級よ差情が

るに格等に

け対業らをが、

必おに

通

がる応者な生な交

要

る限信

あ業すのいずい

名合より号

る者る指場

指級がでうで機

。の等

指な置

名に基あなき設

付でて名い工

は格本っ

ら業のいの有

術のに

、

るな者有る選無

地格め
有経いの効も考を

方を
治す営が選期の等確

自

す

法る事、考限がに認
しる

施と項指にがあ際
たて仕

行と審名当切っ
たこ、組

令も査競たれ
、業と経み

ににを争り
札経者か営に

基、受入
なに営をら事つ

づ建け

者
た有の報しま

、

く設

す
注

受
を

事
工

の
道

が
》

をめ

型間努

定期に

場
る

事す。

工保す

な確ま

的
は適
て、
いど
つな
にる

名知

交を指通

十な
、正

号る準る

信す基す

通要
確、

設事明ど

機工をな

事き規知

工つに周

置に
、り

特しし図

等ま定を

閲にます

なは関ま

殊て

りた

て及覧よし。

っ無

ず、

、審公必が

はびや
査後

ら結さ調今

あ査表
確も

じをた、と

か果れ
すの

経審ン認そ

め、イ
よ底

事所ーる徹

営査タ

る
係
に

約
契

事
工

項管ネ

な務
分事

選
の
者
業
名
指

ウ

見処

件なたい導

１能して指

イ

同 か命導

指にも指か特指

た

専、係し

導浄おの名

期内ア

技者局。

門業部

て

いらあ

い間容指おかが

審部ッうに

るをに導委

ので情導め

査局ト指努
－いのす

４

で費

い必２指産てみる 必も
当
に
考

に要摘業、

もこる事

扱が要の

取容

の》

の事のとも項

種の

あ

託と、らが

委業をか
た

業て件契っ

事し２、
が

発約事額。

の契の約

こし高

にると割

注す業
っ

てが契な

いとてと

お

化いを選わ随事
、可約

》

項槽て特考ら契項

事

員、行

》の、命委ずを
て

守来契会審っ

保本随
争よ審にい

管競にの議
をすも

業入り議付る

理

が

のにう要この

務札行
す合るなあ

委付場すと
も、た

契べはにくっ

託

定適事託て、っ

約き、

。

のめ切項業、積た

も

に件が

やてを》務人算
少

会るい係費過

、い欠
のい予積と

計もてるの

度なる定算な

年

格誤て

をども室価をっ

契が保のっい

越、の蘭

こも

た約あ健積たる

え

た）にとの

契書っ所算

つが委事廃業あ用
約の

に加

いあ託項棄務るを

処容もえ

てる契》物内
か金

確理がかた

明。約

らを

す係棄わ額

にに廃
、定

よ委のず予

るる物
分格

検契集処価

う託収
要し

すに運にと

討約と

型見あ

い定なが
るお搬

の

確で期た

明的積っ

が
た確、

なっがで

であ間
期

まとさ積

、こ保見

く
かいの

、どて間

たなれ

務

内、い扱

事らな取

工

事期に

託時理

委施処
実

す

発内ま

のびめ

業及努

注容一 、を。五

事
てな

。

にし
約討

契検

の理

契こ処

託、務

委は
名なめ

指う努

のよに

約
な

のの。

者とす

業こま

定ェ事

予チな
の正

。

選

に

の体理

格ク処

価ッ務
りま

によめ

算を努

積制

た守ど

っ層。

た一す

当

も正

業てた適

産っし、

物契で事

棄、のな

廃は
か理

理のる処

処約あ務

るが十努

係容をに

に内

っ切
た適
当、

委関分め

う
によ
考い

、
は事

てな

し
は備

て整

っ正
た適

当

す

託係確ま

算適
積、

、

にをる

約令す。

契法認

当遵な
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おる扱、す取

いっ法

て請て律扱のる
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イ

。討市

し話も応性る検

で能有事町

て機の可の

部電あな無項村

外は
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カア
討電殊

指施のをる検特

の事話技

導除期除考も
せが項交術

事草間草慮

項業をを

号外第

オ

象約が

が指当た対契の

契、とのあ

あ導用初が

項取約事な締っ

っ事地

た

号

平エ 成約契 十消に約 四防お期 年用い間 八

、要

、負い行準うで必

任き委が

一にる為委べ

、外にと託あ

定属が以

仕る業の属判のる

のす

さ法

事契務事す断方。

容の契れ等

の約内務る

つ

成と等処約るに

完」

をとのい

をしか理」も

託取み委しがて

委てら

話りこに》に
しを算を

かい託

委交、とつ委

に

し

し方殊らてを

託換特
が術業討て

て式技、検
委るる

る自を務すい

い

査

、化せ託必調

が動要
れに必が業

当さずの要

務通次

電た対要あ務

該
必

》務前実ずあ》換を

除た務要

の期施にっ業

託後て草。のと

委とし
る期託る

契期い時委す
約務

に分がを契業

約に
いて草定にで

おけ、設
なている

て計丈しおあ
平
、

実回どいてと

、６

。》得の業っ結た

期ま

に容用に

業際内た前。

取変の算

のはの地概

務
対に得い

託得更取払

委
外りをて

約象よ費し

契
あた変る

おで新、い

に
地の処

、
てっに更も

い

設ての 月備、始 二等特期 日

し

検理及

点のそ

の段を

務もて

業由

金

委いる

のない

曜

契にの

託のも

日

う契り

て行・図

よに
、

た

業う担し

、よ約ま

は
容道長

内全係。

務、当
お

じ農に

応業議

に農会

廃地
切備て

適整い

た村

要式し公

必方止方

を）
。体 しのす団

とへま共

状委 ダのの い行と な移
イ
踏務 ル
を業 ヤ
況託 イ

除をす電成

まに

草十。話
業か

務考換度

業分交年

に、の予

託し務ら

委慮

委て

た率部し

当効外定

は執にる

てな託い

っ的

更に

用の変理

、行つ、

得費期め

取得時努

地取
分。

務概十す

業のにま

つし

託に意

委払留

の算
おは切

にて適

約い、

契

す

契こま

託なめ

委う努
よ
結い
締な

のの。

約と
事

てな
っ正
た適
当う
に

約予知

契業周

な事、

は

イ
導物契

は争定資と指て

、き

えつ ン

、入の格し

かと割ア

直順ま

導指にが

かか高指考者

努て換

除にい交
わらと

係料に

４

、

時めは業

草

－

を諸

を討３指パる率は

契事

け、な

含す摘ー予

いしいつ経方

用約務

る

がるたこいま費公

取村

ウ

の理
こ処
、務

扱

者て事品約

討用い

検つ

が数の指項のす

そ札人

こ

少でが支名》購る

の

やて契と

なき必店し入

人にで営い約が

いる要

もお能

数もあ業るに可

かとをのいな

にかる所

、の

っわ誤個がても

よ

しのっ一を

てら認別あ

割

名、、業た括分

指ず

事名当定
競所有者。し

ら、な

りら

ず積っ岩項競ため

沢入、れ

、算て見》争

経過る道札入た

諸がい

係参数

費大も有に札人

なが管る加に

をとの林

格し

にりあ理指資達

別

たン業をな

算、っセ名

場

し約。タ者有い

定契
が）選る合

た額ーのす

費

めるそ事ソ定用経
こ

格て相

る必の項ナ価い

のコの算当

必要他》ル

が

性あ契ン積定分

要が

ュにて含

のる約ピ算し
いるれ

無ーおいま

有。

、、い

つのてがて

にタ
ー該に

て上リ当る

い借

たを共
検にス率も

もげ

検、計団

要提が経とて
ら討委上体

領出、費か
表、す託しで

」す実を
にす事る料てあ

にる際
の委内務必のいる

よ際
受記託容取要積るこ

り

か

託載業と扱が算がと
委ら

者内務は要あに、
い託、

で容のな領るお

改て先諸

あを処っの。

にい正、が経

る示理て

町て要なに諸地費

市し

業
》得、

項取は

事地て
収業

る得
係取
に地

務用
に務

書事
算託

精委
支務

法
購係
の関

品等
物則
規

し
当守

に遵
約を

契令
入

競め

指の努
間に

っ、
た

のに。

者性す

業争ま

名
た適

当、
にし

考慮
選配

定ない

予う行
よを

っ切

な
のの。

格とす

価こま
正
た適
当う

によ
算い
積

の

し諸在」

とる現領

っ

あ費改

、経、
取続

せ含地手

わを用正

委積業進

、た得を

てめ
託お

料方委て

託算務め

処
精の

支務
収業
託

の法

記要
のに
書理

算

一載し 六

は正
て適

た費
当経

にた

は事
てな

務務
財事
、な

は事
てな

者理
業処
、務

積に事り

の理
こ処
、務

扱。

にい取す

算つ務ま

訳
て内
っの

け、要

おて

委容
、内

は
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財－と

５

５

摘小て

か割産１指苫し

、と係公事牧、

ら高に

積なる有項東昭

道 公 報

エオ
河お誤

の指い価指にを

事川いっ

が導物て格導

し項敷てて

あ事品、と

っ項の積

号外第

ウ

るとか

画指算積すこと

おす機やら

な導物に算

項のいべ種諸、

発事品

注

号

積も

しが見る

て

るい

約円を、

契万書の

早、基連月 来本携がな二 地苫構を、い日

牧」り然

区小想図依。

連に効し

鵡関等有と

・
地住基活て

川

金

きの効済

区宅づ用有経

道団曜

関進用）

有地、促活部

地地日

地入

算っ事財》部和
割ト提

がて項産工
地か

大る団度

過い業年

なののら

とも
りが関

宅に

契っ住度

、あ連年
て

が地い

額。用お

約た

年

た》借算て》地、前

め草殊度

。上金定の特
業単

にとて刈作の

げ額
るなるに員価

係異い等

のるの用

予るも係等を
務た

価額が予労い

定金
に予っ価単こ

格をあ定

ま時行

。

つ定た格価と

算

を》購てきの経積

金

こ均をが

行入、と平費

てに低ろ価重過

っ等最

にしと

い係価を格複大

予の等よてな

るる格同

算て

の定機のり積っ

も

に能算しい

が価種機積

も

っのよをしたる

あ格

ま

よを

。
た積り有たこ

でせ、

て上取た

し以徴
随

もるに者

るあず一

い
か随に

やも者契

のに一
無

定わしる

予か契よ

、

れ

処
、

格ずい計

価らて

ま元

イのや活た町る

ガ」供
にこ要

ド活、動、の必

ラ用道

用ちあ

イにの努のまが

るーま地づる

ンよホめ

り考

や企ムすのくと

」
業ペ。活

等ー用」え

にジをのて

どる点り

パ対な図視お

道成
用平

活、
未は

ンす

有
活成
効作
有に
の度
地年

つ
にた
用し

。算にま

予額す積期い

価分。

価基単十す

定に
決、適意

のきの留

格づ

当適

に正に、

定適用し

っ務っな

た事た正

当な

う行

は理は務

て処て事

格とす

価こま

定ない

予
う
によ
算い
積な
のの。

理

は事
てな
っ正
た適
当

に上を、

。
す
ま

め
努

に

り来

レ情よで取早

フる
－等なれ

５

、

ッ報るは
劇基に受

２指毒にい、

がき取

し分
ま地
き用

摘

にり算

のい

検運つ、の、も扱

、を、処

討転い使対照

イ

算い訂を

積行改理

の算っ

記いも指可加あ

理
こ処
、務

やがの導行

ア

の

事物づも払

導建動

指不

安かの

品項等くか簿

物

扱管ら載

取全わ記

》の

保や

にを、れ

い理ず漏

てけ庫載

いな管記

つし
示、

、ば表り

はれの誤

象明がに

令ら漏受

法な

は料が施あつ

事免て用

》試、はな設っい

項許

電こ検

験全有いのたて

統とし気と討

場道料と

らる

コ一して料かす

の

加収ど、必

ーの、徴な

が

の扱算し対加要

ス取

いと料あ

使基料て象算

許にはなす金る

用準金

手料た

可よ積いべの。

項財続金。

滅、が事政

登うっ》産がの

失こあ
。使わ定

記したの行算

許て誤

行手用れを

をた

になて

なを可いっ

わ続

いもる

れっおいい

け行

、やの

ないてのも

ばて

事物産
ない許、が

らな

やに
得法

》取記

項の登
当有

に所
等く

分づ
処基

薬示

は登
て存
っ保

た権

劇管受

毒、品、

は
領の

の海要簿

物北理払

及農を入

理立」記

管道

一 び業遵及七

、量

分験し数

処試守び

査

し行及精

ま料を

に場

産算、

は財加し

て政び
な

徴使金正

加の料適

追

態て務

し実し事

収用と

手
た把収理

しを徴処

ま

な続行則まな続

手規め
。、行

おを政等すおを

当い産遵当い

、行財を
管し使加

該まの守該、
許料

件た理、用算

物し

の

つ当正可金

に。に適

、

てっ事つ過

いたなに

けす公遵

催ら今だまを

促用と早。有守

を活後
地用産、

すのもく財し
登正

ど討元地の適

な検
地進と有記な

、を町の
力活当務

元め協効に事
っ理

連きし用た処

とて

プ区

地結用地
携てなの

おどンつ

になラに

区果
定は

て踏策て

いをのい

元、行地

地えを、

はま
との

のととで

で道う元

きに管確

つ等保の

活し

表、

しけの等

まお庫認 め

しべ努

。握すに

てる

少

。

用のす

使もま

、き に

、は処ま額

はて務き
き

記財にてつ

登、理し

をおが促てを
の務努は

でに、い

図りら進は行
令す

なすき努法ま

りま

用ても検

、。

ががるめ

鵡の

討土、会

検、に討

の利川開

会地
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ソ必用入経要工－
６

６

あ技

フ要をし済が事１

方なる術実

ト数許た的

購さが購。に施

ウを諾

ェ

道 公 報

イ

討報

指度取のも多検情

も事ネ

導郵へ扱６かい
わの項ッ

事便の要分か

項切繰領の

号外第

ア
的物やに

上指率貨数的

農事品に自走使

川導物

業項は使動行用

号

平払処理 成簿分及 十とのび 四計手処 年量続分 八てこ

構構路型いと

》外び経
重ラがよ

工内がトるに

に雨複フ、り

事の
をる設水型

お水すを配
すにラ

て排区置管ト

い

が

テすをる集フ

、水間
た水段桝不

ニる排２水

ア入れよ入係計

のめ

ス

安法事

のすたり方る画

つ

入よイ価に項

購るラ

て

当もンあい

にりセで
討

り複パこ検

た、スる
る

単でクかす

、数ッと
方

で使購、必

品のをら

に１らが》ト
ソ平トよ

等数よのずあワ

》手越

そたク

の量り範、っー

、通内れ。の

管は、囲
さ比進

に物常とに推

理

業

い購年れべ事

お品、
等使い著に

て入間てて
にくる

翌事用るし係

、

、用車距し

数適

年務量

い

験植そしの離て

試》

け理極な

場物のな管が

道伝的れにめい

、遺目

い少の

南資にばおても

セじらてなが

農源応な

、っ

試ンてな、くあ

業

もが行効た

験タ最い運
め

、）効、日率。

場ー

確きに

用

月認の適 二し不切 日

も

在どい

現なな

た備で

と毒の

量、

金

不物あ

の劇が

曜

致管た

一のっ

日

。

事況す

工状ま

適
、。

画握
計把
施分

実十
のを

てな
っ切
た適
当、
にし

を購に

フ成等り法

は設

ト
ェ度りすめ

ウ年よ入改

のら価こし

アか安るま

入ーラと。

購ホなとた

ン経

つペセ、

にムイし

し作パ的

まジス済

きー

適ネ

便の、報

郵量期情

の及のト

手握量ッ

切把
にク

入在入ー

購び購ワ

た理め推

当管努の

に庫
。業

て厳す事

っをま進

等。

物数す

貨台ま

はし

、
管し
の慮

車考
動を

自
使
っな
た的
当率
に効
理

め
努
に
理
管

管
保

な
切

て

カ

地努
敷に
、計

。
す
ま

が導河

完に常おての指

購

て成ッな

成暫よりい

オ

、フに入

はソク

導農削

よこ前仮あ指掘

行係

、くに
りと提設っ

エ

、
用いる

使

農理

いるをザが指設管

に
は用

るこすーあ導砂

イウ

供努
、

道し押

舎下の済指きで

体とにピと導

り、れあ事川

と導

要指

る掘多掘ばっ項の

す定

。良

こ削く削、た》改

た掘たの工

としのしこ
面費に

し断削断経事

と

い

いが費にをお

て面経
い必夫減て

る狭を工軽
凝き掘

、た要をで、

が

残

年、しらる削

前めと

経た事道す
度通てしも

なし費。項整る

発とと

工間

しっての》備区

注
そがれ部事が

、たい一
二軽おり

の、ばをにあ
て本

、注度減い、

後発
設に間き、年

本前手で
なも年工

置本にる２度
でで

す置らの間事

を設

のっ事防業者
るをずが

こ押た項工用と

がとる
らとし。》事水協

、か

のが

置、が土に管議

仮

能費い取未

き前可経お

の

所度でがて扱了

場年

要支にた

は工あ不、い

土で、と障つめ

盛事り

なて仮

区直ブなとい、

盛ドもる施設

間接ルる

てし
あ土ーの既設に

に

工い土

育当配ッな事路
》事るを

館該管トっ項

はいに掘し

新体ピにて

館ト配るお削盛

築育ッ

を

事をを管もい残土

工

、をす

に繋設ののて土

画あ前ブる

おぐけ計が

りいはっ年ルこ

い渡て

と

、廊るなた度ドと

て

仮ザし

既下がく。にー

床こ経置ーて

存の、不

あ
が
の
も》

る項

な事
校

。の

す事

ま工

め

。
た
っ

効

、

は
て

っ
た

当
に
施
実

施分
実十

のを
事性
工率

て適
っ、
たし

当討
に検

事理的

工管率
の効

は切

と

施早工

実と施

の者な
議よ

た協る

当にな

に期

な設を

は行努

てをう

っ

事とに事分

工こ計工十

実なめ実討

のが努の検

によすに、

施いま施し
な

た十た切

当う。当適

意は計

て留て設

っ分っ

は

一
八

計
経設

、な

十
を
地

現
、

、ま

、いめ

や努
性に
済

、
件的

物済。

障経す

支

工め

こ、施努

、し、に

うな画す

よ切計ま

の適

。
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すかも

も２指排置等た

計事路るらの

の設導水

あ計条項工場トと

が設

道 公 報

ク

件実

費が指工工そ条な

原も施

期 があ導道事の

一因含計

を 必っ事路の

要た項工

号外第

キ

発成様

減指施一が完同

す分揮さの

で導砂工部

項工るのでせ仮

き事防

る

号

りで

をがよ能

土るに可

、
そであ

法準項工月 のど》事二 幅おか日

す

て設生

しの発

とりら

るをる

い計

金

のてン

もしコ

曜

あなリ

がいク

日

、フな

っ件》事合ラし
れ

。検お床のけ

たのに

な

がて幅寸ば

討い掘外
、にら

十、は法

ト事裕い

で型工余な

分

フ施を、

いラの幅が

な

設余

のを工加ト

も

と。》事時にま画
て基 間

なに中はれの 日

いを前いに も

りお止事

事 長

不て行にる工 延

、

、握とを し

経、い把こ

い

と度結でか発 て

済２

る、す る

なに果きら注

もたしが現十べ

るわと
状関努

のりて、場分き

た道

も》事こ施きる設

とでいめ路

のにと工な

土

あいしあもにや

がお

たと、の

っててるのは

。２るめな再う

た、い
そて、切

基が、っ度締
回の

魚１のお今等

の、
をは能、と経

道基機り

一たこ

離のきる

が費よ

ら

土は地か

た部窪と

れ
接理運

場隣処、

捨、で
費

搬河る経

運のす搬

へ
修が軽

て改とを

し川こ

発
の
物

棄
廃

業
産

分め
い

幅

排計裕

の
事
工
る
す
生

た加

路当を

水に
切

ラは適

トてた

型っえ
性計

堀工設

床施な

フ、

況とめ

る留努

あをに

の

。

の十十す

事をもま

工

を

計握議

施把協

実分分
と、

当とい

にる行

画す
は、な

てに切

っも適

た

重切

事期の適

工早等う

施揮計計

実発複な

のに
で策

当きがの

にで上画

てうるに

っよき定

たる
なま

、まけめ

は、だ努

合
、

し。
査す

調ま

そた

計
設

設
な
的
済
経
、
的
理

に

ま

工意め

利ら実い発指 不こい

エ

。

の、す

事し 係注

、関発

お再っすれ

ウ
場機に

現

くす

っ指のク運がっ指

イ
能設る

機仮な。

の、

努
に
計

指ト材クこ小ず

用、施る生導

ーにこ計

ののを項

すこ上も材事

あ効

こ丸取が有》

るの

た用

に材扱っ活

と太り
矛て

っ関に。し

なにい

る計がな

いる盾い

てす
ての

と及じも

こ画生い

い利てるて適と丸
かび

立て用い古い当と太

国

の

公、するいるでし材
い処

園現るが丸たあて
とる分

内地ウ、太める
再し。は

ででッ取材、
防利てし、

の発ドりは
え腐用廃かチ

歩生チ替
プに剤す棄しッ

道すッ
伐舗よがる処、プ

整る
工木装り塗こ分そ化

備

再

事等を発布とすのし

た導
にを行生さはる古

こ。事

た導道水リ搬、

トての項

。事路路ーし

》事取殻処経》

項工を
お壊産すが

にりを理費

て、廃こ計

いし業る未

ボ生物との

、発棄と上

クる理ての

ッす処しも

型ンにるあ

スコ場いが

すこ

導河をはをと割、

と 事川施現

さるの

すで程れ必経

項改工地

が

工る取度て要費

》修

破るあ未

事こりにいが

おとす砕がる計

にと壊

こもの

いし既し、に上

こ敷使れかも

て、存て

わが

籠のブ用をかの

、

ッるにらあ

マ中ロす更

管てとの

トしと上

ッ詰

業ての

や産しも
がっ

ト棄るあ

型廃いが

なし小。

フと、た

ラ物
が

、理費

は処経

どて割

割る未

小す

一
九

は前努

工て事に

っら計
す

発資査ま

で、調め

事
る有底

すの徹。

生源の
な

材用う

太利行

丸効を

た要よ努

当必るに

のな

てす関ま

業っとうめ

産
、経職。

棄はる係す

廃

周

発場をに

の現費員

物
を検し

す況分知

生状十

す算

は上積

工十討、

る

に要よ努

事必るに

工、
係す

るす関ま

係とうめ
に

材費員

生経職。

発る

れ討

用分知

活十周

のを

てい適

っな、

たがし

当

算

こに積

、うな

はよ切
程め

う工努

よ事に

の工

分の適

処どど

積内ま

な

適

たか設

当点な

に観切 握計な

の把て切

事分し し

に、す算

計し上積

設

て切

たし適

当討、

に検

のを。

算容す

て計な

っ

も検
上分
計十



の明るが

が記っ適

指客施示特あ

事や時必仕た切

導土工

項暗期要様。な

北 海

こかにあ施 兼河を

とら再っ工 ね道造

と近利た条 る内成

道 公 報

イウ

る導道

架護ク旧護す指

がこ事路

道け岸と橋岸

路替のし梁

号外第

が導

低使にークとの指

小てあ事

差用はトをし

をす取ブ

号

平
成ア 十設床 四河置と 年川す現 八

土あが計

》渠やで書設

場が成更

水取る作変

排
採これし

事の、さを

工
方らいい

お土れてて

に
な記いい

て法をなな

い
のすのの

、ど載もも

は

離し隣用。件

きるに

そ

は、れてにすが

擁にし

確

を購施たいある明

壁

同とで

補入工箇るるこ

で、部がな

強土後所が

よこ残当局可い

すに、

の

こるの土該の能も

る

事川も

と仮購処工河な

道土す箇工の

と設入理
うめ

、路をる所事が

し

全てにあと項工
は現能

と面いもりが》事

改え

お

工護積る同、可に

良

のない

事岸をが様こ能

取連約もて

にの新、の

工のり結７の、

お施規

川

てに連壊ブ割が河

い

再っ護

、当結しロはあ

すク利た岸

橋たブをッ

、ッるの用。を

梁りロ

ロ割再っ項

は可よ努

の

こ壊ッし利た》

調るり

ふす

すとしク、用。

整
たしすあとる

るとをが
既、籠と

めてるりんこ
中可

ふる設このが

、い
ん、ンブ詰能

とがコの
リッ石も

籠河クロめな

改る況
よ努

を道
月修農の 二工業河 日

間

おのの

に水と

事用床

て水に

い取

金

新設じ

、施生

曜

に河高

たのる

日

工しうめ

施まよ努

は可

職。

時は係す

のて関ま

仕周

の記に

等特員

期、
あに、

の書し

件様知

条

場な関ま

工り切

るよ適

件の職。

近条も係す

、

周

事をつに

工等に員

隣
検はし

把分て知

の十い
切

努し効適

に討有、

握
再を設

る、用な

めて活

関ま事

工、能うめ工
と

係

に場も係すに

事現な

る況に員る

係状の職。

生十い周生

発をつに発

の把はしの

材分て知材

理し効適理

処握有、処

当、用な当

にて活切に

に
員

職。
係す

関ま
うめ 工、能

な
切
適
、
し
知
周

に

係状の

に場も

事現な
分て

生十い

発をつ

る況
理し効

処握有

の把は

材

執

事明な

当、用

にて活

捨計通

つす行

に示
導種距漏、

指各土上常

用るに

と利図計

設っ設

エ

に可よ努

も

を設た

てにるっ指場搬

るにて

っ利図計っ

た再

ウ

て用

計
設

現いのにも指部や

イ

に

た再を

しが設る計指築

ア

て用る

っ利図

計た計事工離れ設

指敷

資変

変。変項事及の計

のお資材更

更更》にび
単をで

行内い材費が

を

な

てが、価追き

っ容て

切初誤すい

い適当を加
た場も

いで設っるに

な

か

のいで場合か

もな計

の搬や、わ

がも運合は

離

い比にて導各所距
あ

工変も

るべもい事種が

い》事更変

が、かな項

こ績わもににわ

、実か

いりた

のがらのおなっ

き、あて、に

数大ずが

れか

はく設っ、そも

量

変。初にか

、増計た当
いら

初し更の伴わ

当加
画い行土運ず

計てを捨

く

場る処係の導図改鉄
等ず

のが分るが事書修
のに等

状、費経あ項館

た改伴の

況誤の費っ》

を変。修い産

かっみの

廃

設コ変更工、業

らて

行にン棄

計ン更を事コ

更リ、っおク物

変クし

てー発

をー解ていリが

塊撤な、ト生

行ト体い

畜物
て等去い内殻し

っ

更事舎の

て悪等設変導

行がを項新基

いいを計

が間っ妥す》築礎

る区

き事の

、もて当べ工等

るりあもに解

現あおで

い撤

でた、るのお体

地

のとあて去

はめここが

つ

盤鉄工かっ、に

地、

、。存い

の板法らた既

き
質敷よ設建て

土のに

整設

項路仮

事水の

導排
工

に施
事を

工路
備道

》

と
砂と

、こ
てる

いす
お

十
事を。

工容す
内ま

利

、
更し
変握

計把
設分

の

状ま
、

っな
た切
当適

に

設分
の十
事を。

工況す

当適
に、
更し

変握
計把

工状ま

すのめ

っな
た切

十

うのを。

よ事況す

る

更握

な変把

切計分

適設

努た適

に当、

算にし

積

費す工容

経ま内
めっ切

上設分

計の十

を。事を
、

よ更し

る変握

す計把
っな

切た要

適当必

うに

係場
に現
事、

工は
て

な

設を
仮件

る条

二道十 〇

は算
て積

設握
の把

路分

は算
て積

のめ
そ努
、に

積

まてな

場め
現努
、に

経

場努
現に

。、算

すは

変計

に、を

算は費

積て

当必
に、
計し

め更上

努

っな
た要
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イ

いた導

をので工高っ指

人す人。事

ほ施埋はと

場工戻

道 公 報

ア

の導

指理と別ていも指

土が事

導ほにし途い盛

事場伴て計る

号外第

６

自のる３

現標独そす－

通管単で決必過

交場準

算積

信理価定定要積大

号費表めのが

号

ら

基項

変計事

、設討

ず検

改をのし作量掛

更

月 修掘河、業をり二 工削川そ歩工を日

りの用

事す水れ掛費適

こよれを安す

にる位ぞ

陸き

いとり陸適いべ

お
てと上上用金

てのの

、し部及し上も

河、とび曜

る削あ

道土下水い掘が

内量部中日

整すし力べ力項

たうめ

工と工

備るに施き施》

し

事とい、こと

工こつ
しはの、て

にとてそろ
部量た

いて、上全い

お

の

、る上はをも

てい管
機工 排が

械費が

うめ

管そま施のあ

水、

項整いい上に敷あ項

た

た

》備耕るしもきっ》

いから。

工作がてかな
経

に路こるわし

事道、
造経地ず費

おをの整ら
に必計

て成費工、を

い

し

区る一含要上

、すの
とはれなた

画こ部まの

率」て理あ算

たるに

整

。な

新をのい由ると

機
設基るを

にこ確て

等北準と明っ

する

工道準ろにい

の海
に繕せあるも

事営拠が

事、のう

お工ずるよの

算局、討

て積部で検

い

明

てが

し準》

い価ま

、

も

がい

のな

もで

る確

い

す

工っ関ま

。
た

っの

あ

設、員

のは職。

事て係
し

係状導

に場指

計現を
分切

掛十適

歩を、

る況

っ関ま

適握積

の把な

り

員

のは職。

事て係す

工
条導

に工指

計施を

設、
掛十適

歩を、

る件し

係

努

適認積

の確な

り分切

は関ま

事てうめ

工っよ
員

計含職。

設、係す

の
経導

るる指

係れを

にま
の十適

りを、

掛費し

歩

は」た

工て表し

適分切

設掲

の、に。

事

を

係道率

に海る

計北げ
事す

場工用

現繕適

る営

用す算

費算こ

理積る

管

法選車費

当よ努

にるに

よ努

にるに

用す算

のて ろッっ取リ作

当
掘
オ

当す算

に認積

用確な 率標と

のて計にの大指 るい造高

つ単し

に準と

た用とし

エ

高

高いさは択投の

っ指

一るとい

いたら、す入

力の、日がす人

人もに

コき投

作がコ当、べ力

っクりンと入

業あンた

ろ適

歩たリのクこを

の

ト入ー、用

掛。ー投リ
ポって

をの量ト誤し

り

た

用入よンてい

適投に

たまりー業
し方りプ工

、ク 削

す 級誤 土ホ。た壊トと

方にべ バっ 量ウ、し量

適ン法よき ッて にをコ

費 り用クはりと ク工 よ

ろ ウが

機しリ、選こ ホ

りす、 と高

種てー取択

た構壊る誤 すい

をいト

選
べ 択も造すがっ

工 と級

すの物コ、て き

あのク械費

るが等ン機

、上当変に導土
がこバ

た購した化計事工

がま
っ、入てり率上項事

あ

掘

た用火い、をし》の

慮い削

。排山る積考て

に、のした機

水灰が算

のに

新よそ必たも械

路

数のとがつ

設るの要こ

て

事設量なかあい

工仮

土、たは

に道のいらっ

いを出量過。、

お路算

とな土い 土しし築

土 に を、て造いいの残
が処 対 、残いすうた量
、不理 し 一りるる土め
の工足の 堤

部はがと量

掘変費し量 防

は残、、
削削化の、が は

堤土掘

防処
の理しし率安相過
と 築

築をたたをい対剰
工な 造

造す土土考堤に
の費る さ

土るをの慮防

れて築のも

にこ転容し

。事川

た導河
流と圧積

て
い
お
に

事
工
》修
項改

し
削

掘
、

二
一

に
は算
て積

っな
た切

、
。
況す
状ま

場め
現努
、

係
に

計
設
の

事
工

分
十
を

出と積

算率な

り
掛
歩

る

め

たよ努

当るに

にす算
職。

は係す

て関ま

っう

の
事
工

な指
正を

適員
、

握
把

土
削

掘
る

係
に

計
設

土導

当
に

用
適

の
適
、

し

の
等

化切
変適

の、
量し

の
量
数



エ
河用のて

埋な指理利れ

しこ事川道材い

戻と導

北 海

イウ

げあ導漁

い仕ろ上が指

げ誤のっ事港

ほて上、

場、

道 公 報

ア

。導

過指及のののた指

往の事

少導堆び運２み

積事肥埋搬

号外第

カキ
導上のの

刷適い指量も

をも事記算が

設や用る

計製

号

平
成
十も指 四の導 年が事 八

に費が

にろ項改路料る

い未工砂は、

お、》修
にを増計

て計事利割未
すの

転のお敷を上

、上
費のて場るも

圧もいく
河はとが

等が、合この
さっ

必っ川、とあ

があ
るにをよ努

。
要た管砂

部

整現のっ歩た項局
を

工り改

備場歩て掛。》
工

事状り費を良

工の掛
か適安用事

の況をの適
盛て陸

面ら用いしの

法

部

上土べ土い上

仕切す
面と面も分

げ法き法た

たうめ

お荒こ仕のの

に

費》

算項舎戻費復経項

に、すを

と》新しをと
き上

っ工使掘べ計

な設

いにす時とし

て事用削
バびろも

るおる及こた
１が

のてッ埋、の

もい

復っ

掘ホし往あ

、ク戻

の項の出あ

費意

削ウ時

にりが》ほをっ

委本誤

り。

に係、あか誤た

託
経算た歩過

おる積っ、

過りと

て費が。掛大

い

と適っ

成算大のな

、の
っやい

品基な用て

果定
職なな

印のて数る

の準

あ項

て
月っ》 二た 日。

金

曜

日

分関ま

十よ努工十うめ

関まの把係す

分うめ事
し員

握係す設握職。

把

指

て員に、を

し職。計

し

必指た要導

、を当必
適

なして経、

要導っな
な

費適、を切

経、は費

事

工っ関ま工
を切施計

設

のは職。の

事て係す

場指に

計現を計

設、員

っ

る況した

係状導当

に
分切は

掛十適て

歩を、

し

適握積施

の把な、

り

に切

の上適

事計、

工の
係っ算

にた積

計当な

設

ま

設、め

建は努

るてに

こど

の時。

械工す

機施

計、を事とし

設は員工

導設な、

委こ指のがて
よ切

のよし計い適

託の
定な適当うな

算う、に

なっ査算

基こ切た審積
制努

のが積て体に

準と
用いに、をめ

適な算は

な工上積

によ努こ強ま

算容るに

上積内す算

計

イ

す

用す算工

た指者事般て

当よ努容

にるに内

のア

搬に
運期

未仮指リな防

キ

経留

化す

期ら２てとが指及

た関まよす。

当うめの

オカ

。

っ係すうる

魚削積をが指工

、

。導道等や道は

た指

を通事へ交

事路の工路
場入安

》通行現出通

項

らす対

し規かり全

行を
通工上

いし交る策

て制
の等ら

車が量事か

るな
るお通

や行あに交

両ら

ーる寒

行工一い整

歩う

費事路トに養

計設導道

か費

のの項整擁も生

上

り工のかが

も取》備壁
工ら計

が扱事施わ未

の

の

っがお時ず上

あいに

切てが必も

た適い期、

コ冷とが

で、寒要の

。

クにるっ

いン期なあ

な

間３分はとあ導上び

も

量

に月の、さっ事記数

１労れた項の あ

算

っ日を務て。》ほの

のる、出

てま超費いか

かのる増が歩誤

、でえ

未やや

つ期屋額、掛り

が工正計単必

、間外補
のの経

月全事を上価要

期つるも適費

１工にす

期
かのいこの用の

日

河道しす移あ導

当

川を、る動っ事月が
日該

の取そこさた項１

る以年

環りのとせ。》

けをし経降度

境付土と

入３

全る近て費にの

保

のる未札月

工たくいが

事め
に河河が計す

の工ま

お床川、上る日

をにのも事で

い等敷こ

。導
、掘堆土のでの

て

工っ要導

た必指

》
項
事

費適

には経、

事てなし

交工計な

る施を切

係、
るに

安容す算

通内上積

策分うめ

対十よ努

全を

し

どコっ要導

なた必指
適

てクは経、

しンてな
な

適ー施を切

、リ、費
算

な施時上積

切ト工計
努

算のにるに

積工期す

な
努事分うめ

に工十よ

なし事と

要知工こ

必周

計い

費適設な

経、のが

上積当う

計なによ

を切

て体

るにっ査

す算た審

に積に
、

うめは制

よ努

事じに事た

工応算工当

設必め設て

のた務のっ

になすに、

計要ま計は
時

た費る工

当経。係施

上費を

て計務期

っを労

は

二
二

職。

設認係す

の確関ま 関ま

当、を

にて員

計し 職。

ま設意係す

めの留
当、を

。にて員

す計し の化

係すこ強

関ま、を の考
にうる

員よす

職。 場適期し

現、冬慮

、し
況な正、

状切補て
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成 カ十 指路路で既き四 導排をのあ設で年 事水施水りのあ八

北 海

オ

る及の

あ未指をす根上

山止こびも

る計導治防

に上事

道 公 報

エ

ホ未指をいッめ

ー計導河河るク、

先ス上事川川がが敷

号外第

修水

所を込ン上改流

ウ

た工を

道が施むプのま

路川工水のも

号

る

を経事

員の導

理こ指

項路工を、本月 》整す処こ水が二 備る理の路、日

る排面要

工たす仮断必
同上

にに仮水と以

事め
い、水の程に

おは排路

金

が面とき

て既路断度大

、設曜

要、べも

本排必はすな

水水日

の項工すとその

当容す

あ

かも》事るとれが

も

めて処っ

かのにたしを

らあい、い理た

わがお
面がる

ずって斜るす。
費

こ。山の、経

、た、

未

経のを木が

の腹林伐

適

が壊開抜計

費崩伐、

の項改の、走砂

れ現経

賃も》修外使行利 にの

の す料の工に用す等 流

るに仮 こ及が事運する
は設 とびあに搬

土っおす

地道 と

てこダ盤路 しのたいる

いの、とンがが てう。

トい要 る経掘とプ悪必

が土てラたで が費削し

を経の、事締

をるに

、

る防費がほにめ

整のす
と場ぐがあ場お切

備中
事な合土必っ整いり

工

ポ

にるはの要た備て、
既ン

お橋、うで。に、

るる設プ

い台現やあよ

内水が排排に

てや場排

施のに用、水水よ

、そ

の約

工護流の未路路り

項

をるに

箇岸れポ計の

上
け計

な未
かが》

置費
あ

なが
らの

なも
ばの

れ

工たの。

。
、た

がっ
い

行

設はを

のて認

事っ確
条適

係場、

に現い

計、
水十積

排をな

仮件切

る

を場費切

の検に

路分算

理件計積

事処条をな

工
る十すに

設すに上算

の
費留よめ

に経分る努

計
計し関す

るの意うま

係
、に、職

木上て係。

伐

よ努

根た要に

抜当必員

の把関ま

事分うめ

工十
て員

計し職。

設握係す

っ要導

た必指

当、を

に

切

、費適

は経、

てなし

事分うめ

工十よ努

施を

職。

設握係す

の把関ま

必指

当、を

にて員

計し
は経、

てなし

っ要導

た

め

計討努

施を切

、費適

ア
に内ま

上し

及っと周

指・諸木づが

、、

そはるし

びてす知

計な

両杭い場すら諸
の

かも

ク

所す算

箇上積

工

上積

工計な

以はにて打

キ

所す算

箇

の水るの指工部必の指

事て誤

導各土経工い、

工ののの算っ

事種木費

す、

》事合算合定て

項
お工は額るそ

に併定算
建対とぞ

い事、にこれ
さの

、し築応とれ

てと
築発電るれ額

建て・す
・にい対

・注気率てに

ず経

気る土基る応

電す

がに費、費

岸打る合る

取

あに、も用未の

に機

解必上り

るよ現分が計

台施内・要の扱

橋り場

あのが

基工の組でもい

る岸及るが適

礎す対立

っで

、こにびにあ切

に

動送かたな

鋼と移輸も

も

杭しすにか。い

管と

いちかのま
をてる関わ

るる機わがた

各上、係
解費がならあ、

種の分
設・用、どずっ農

工建

を、た道

事
に機組を

使そ。工

や上ブ用の事

お械立計

て使現すルと経に

いを

がい

、用場るドし費お

ザい未て

重すまこーて

のとーる計、

量るでと

合輸さやに上左

が場
に送れ杭もの右

の事

経導各す分要も導

作すが項

費事種るのと

事当業るあ》

が項工に

、た

計にたをがっ

未》

のい、るこ。

上おりす

の、さめ経

もて高たの
はが

が構２に費

上場計

っ物以足未

あ造

ま路揚
。施のを上

たを

経

っ、りの

なたよ水

と
水たが

い排い費

て仮低
ポで

の、要

。路め必

た
既等が

がプる

さンあ

高

努

よ要に

排よこ

設に、

こをま

併な」め

合う領
し

のが守。

事と遵す

工
工い、

施な

二 によ適三

たな

当う正

建っ係す

た関ま

っ営諸

械、を

機は員

設て職。
、

用なし

使要導

を必指
計な

工を切

る費適

す経

うめ

工十よ努

をるに

事

設握係す

の把関ま

事分
当、を

にて員

計し職。
、

てなし

っ要導

た必指

事の

は工費

て繕経

は経

の上積

の算定

こ積算

、

め

によ努

計るに

設す算

計な

施を切

、費適

当う 所す算

箇上積

工



オ

に場も導

指工間現の指

事定がま管の事

導国期

北 海

エ

なっ

指対ま管るべ上誤

でもた

導各象で理こき

事種期）費と

道 公 報

ウ

地を

率大指域率算街正

きでし

に積導道が及で

よ算事路市び

号外第

イ

にし、

指事事費費定が

あ、対、そ

導衛がでは

事生別

号

平
成
十すかが 四るらあ 年率、っ 八

費あ》

項公設た理が項

た

の変っ率っ

》園計が
正

道にに補。

歩更たの

冬か費

事りか経

工よも
計

い対ら未

お期わが

に

も

冬積

、期、上

て象ず

やの

項工間に率があの

》事まをでる

た２きに冬が に

対っ

お月が％るも期あ

、か象た

い１るのがか

合囲こわ期。

て日場範

の

工らに内のら間

、か

補正、算

期３はで補ず

現正を未定

が月、

冬

係すう

期日場すす計を

と項新街共るはて

補意

てな》設地通こない

っ

にも

算っ工の仮といる

費さもの

定て事場設と

おは率れかが

しいに合

こもい、にてかあ

たる

らた

とのて現補いわっ

率がず。

かが、場正る

っ工理を、、

らあ施管

員

。
過た地費加市補

、

項設件る両応按れ

通域

すれ

》備でた工す分ぞ

、を所るの

工発め事る

事

にし共合定こ工

事注

せ率と費

おた通わのと

て事設たにさに

い工仮

って応

、の費全よれ対

接諸工ていす

当近や体
要に

工工経事算るる

該

に過た

よ

月よ大。 二っ積 日

てて
しっ

定な
算と

て算

金

るる
いい

曜

との
こも

日

め

の正務

事補に

工期算
に。

変更す

期変ま

工の
は
現て
るっ
係た
に当
更

工正し職。な一

管、
場

、を、の

事にて員お部
期算

設た必指冬積

の当
にてなし補シ

計っ要導
費適のテ

係は経、正ス
上を

現施を切計ム

る、
管時上積も変

場工計な
るにがし

理期す算れ更

事設十指

工仮をを

費に

握、

設の把し

の費分導

係に、切

に正し適

計補
す算

現た用積

る当適な

理はよ努

管てるに

場っ

」め

近う領努

費、うめ

事と遵す

工こをま

接な
工い、

施なし

のの守。

たな

当う正

によ適

適

は工費

て繕経

っ営諸

なあ

と切が
のな
費切
理

めいし

の十よ努なま

か

。

期留関まよた

冬分う

し渡

製し設負請か渡引

施関ま

橋作、工者負わ

共地職。

び工係す

及

あ期部除とう

の

っし間は外か検積検

事成

の算定

こ積算

、事

期管

と

カ

上た検ほ間理のす

約
こ契
、負。

ら請る

イ

検
態て
実い
のつ

らに
れ

要
、必
しる

慮す
考討

を

梁は引事の契ら場し
適

行

架、渡に工約ず所を
でっ

設当し着場期、ま
注輸て

工該場手で間発
終者送い

事工所す保が
さ了のしる

に事をる管
でれし指ても

おに定ま
てのてて示工の

い先め
ちい間いいに事が

て立
上別る、たるよ請あ

、

た

部途が製たにり負っ
にこ

橋発、作めも、者

討算討
の注架請、か引

、す内事

たかに、すら
ここる容項

。し入現る

て管との必を》

、っ場

が討

期い理が取要検

工

率切いあす

のな費適扱

き

間たのとをるべ

中い
正え確も

日め補考明。

れす

冬工対らにの

は、

こよ

対のかるる

期事象

。討場に費一る

象一ら

はと

き事整ま率部こ

で

工が補、を

る項備たの
期件

、事る正工条

が》

計お期行のに

未に工を
設て間て

上いをっ中し
まる

も、定い日い

のて

が期、がでも

の冬しる
場工完が

あ対現、にの

ジ、

種ーて

各メし
っ象

おプー

にッメ

事アイ

工

プ

、るッ

て図ア

いをジ
経を

工の費

設め経

建た

れ約のすとに

の費計

事

い

条るは輸。なしお

約

を、いて

項も、送おて

にと作行保る、

等の製

にと要

よ解請う管こ必

れ業と関に以

りさ負こ

いの

渡る者をしつ上

引

引む、て負

しこが含て

に
時か渡も無は担

のと

所特者 にッ

載

年 当おク長約がま記
、す

４ 該い等あ条保た
す輸る

月 工て製て項管

事は作土を

と

日 の、の木追る送こ

管 工取部加こに
し

理 場鋼扱長しとつと
てて

第 製橋い）、とい

作上にに製し

に部つよ作てはお

ら

係製いり後い、り 号

し
ま

し
と
と
こ

る
す
用
適

め正部の成
た

ま工対改冬

にし補４

す事象正期年

工に１

設つ、正月

。の

内い以

にま期つ日

計き
期取起

るて工て降

係し
現い決

場、の扱工

現は

事計の

工のそ
費し

管積

徹

計当を

設に旨

の上趣

係っ底

にた

二るてし 四

と

ー関切

メ、適

イは、

との当な

期らしの償、

延当所考取該ら

が、場

い者い

長該まえ扱業な

、はま特、 各

さ契でま

」契製す記こ 土

る作て

負び約作。仕れ 木

請及

書特

契ブ昭書請様ら 現

場を定。

約ロ和業に負

理め工

費要管定の

理算
率平か

のを費、事

率領 員算

ア職積

ジ係な

補一 経対努

プにに

ッ



平 て装事にとれ成

契 、はそよがて十

約 横、のりでい四

書 断１か生きる年 しじるが 歩八 の

北 海

ウ道

討スの

指督監い検ア路

員い事フ区

導各員督な

工指のも項ァ画

事種を

項

道 公 報

イ

に認 指通以こ

かて

導農知内と日もし

さ大かい

事道書のとを

項改」で

号外第

ア

用らし

指舎はの使わ用

工査すずて

導草を、検

整築事及る、い

事地新

項

号

３がた期、

務
事

４
－

６

道月 や年乙場間塗二 中毎の合は装 か

日

工 担 心に故は、施 し

線実意、
と間 」 等施又当年期 保
て重請すと 条

のしは該

ペ金

」整 で

イい大求るは 項

ンるなす曜

こさが

ト。は過ると合

塗工、失日

の》ル線
条請たに地作

にし務がト

》事定職
囲っ装イ

おて範あ舗ラ
面引

てる等た路ン

いい

工

２、明の）

、がが。

に

の々と装事

名各確塗
い

事工っ事お

工のな工

幅わな

っいは

監事てや

るてにらい

》良にきれ

の

事い限い越ずも

工お

がてそが

等てりるえ、

手か、いのあ

の、短

も由た

下形い当る理っ

間間工のな。

請期期該
であを

人はと事がど

負

す 選

と以たし

定日るはる確

しがびここる

る係点現

の

改て完検とのも

》備

済さ続が

良い了査と手

事がた証れきあ

工るし

い行た

に、場のてをっ

築、付るわ。

お建合交
受もい

て基建をにな

い

使

堆法主けかで

、準築

よ今

理
処

法
肥で事てか

す工で

第負もな対の物

項へでる作あ

お ３人の

で道

民 にのあも物る

、

償まであ路

法 よ求りの

第権すありの

第 る
三の。り、従

す画で は

者消ま区物 条

る 地

損時が線あ 土

の滅
にを道土も の

害効、は

過 名はす画
重 ２てま区

事
） 上職工

失 以、。線

事囲係
き 工範に

つ の務

し
て 督のか

し 監等る
ま

指な保、

の確担は

員明

法 定指民

す

工手通か金と内がま
関。

事形達ら払もで、

、定係

の期に、でに設

間基特契

る員

下のづに約手す職

締期よに

請確き代を形

下の結間うそ

負認、金

選つ請支すに指の

人に

し旨

定き負払るつ導趣

うててを

通ま人をよい

保き指はお周

知しので

施く
のづ

事基
工に

書て

っ続
た手
当な
に正

工適

う後

建い
、行
はを
てき

局し
部と

係題
関課

、の
図ん
を組
携り
連取
とて

対踏路地の 工

な行
りで

物土工考

すまはのと 作 当を意第

に定故

上
るえ た行又

が

８

８
そ－繕

あ旭

用用っ川 万 の１指公費

」は護る導、り知

他摘

ま徹 に、の限す

ど一

係関観りる日し底

少厳

摘馬減と

指競の段 経
７

準。
基す
築ま

事事

の
。
、す
らま
がき

管
営

十
、
庁
支
川

て容
れ内
と

円

）
部

本
察
警
、

庁
支
勝

。木 以 の公事車、た土

》よ償現 上 事用項に賠
等所 損

のる金業 の 項車

し稚 が

通通と、 害

交交
、土 じ

故故て内 生

事事

る

生件現 い

発１木 て

が
きの、

、つ所 も

しに業

状

》によい

項業にし

修

い、況

つり
っ部

、売な政

て販に農

投減い競

馬がて、

勝額
経務

券し。事

票少る馬

係
に
理

なが）

入営所

収

て
いい
なつ
いに

項
事
る

必
、る

らす
か討
と検
こ

。
条る

約あ
契が

の要
こ

まて処

蒙傾提でしに

項

にしりたも分

の向示お

そを

導つ、ま、、等

指

職。故の行

やい各す事
任な

職例場を責う

、て
員示研起二 のす修こをど五

実たら強

交るのし明、

場

、

事ど施職かい

通な

にお

公し保もに

ま紀と
各る

車はの、け

用て持
会員

よ交達種職

に、通
な交

交事ど議の

る通な
を安

事等注ど通

通故で

・考

の防を通全

故の意

者戦ま実え

年し係営踏

か営や略え践で

現度運

り

、ら改競会、しあ

在

り経ま

ホ５善馬議よ、

識の効営す

ッカに有」

間り者場果の。

カ年取

な全

ドで組なに的健

イ

ででけ経化

ウのんどお

組

馬字お構る営に

競赤

とた定図ん

で除こ想を
行

りきはださりで

あで

、るがき

まな適しれな

て以で道こらま

しい当

か今。

も上な路と、す

そ契も行ら後

、、い通
と両関課

の約の車、の

定れ

用項考に係題

適条

の

れ区す上

らはま以

え

か

とにと

こ線こ

る画。
もい

、て、

らしら

か対

員に反 第ぶな

法及か

民

を

のた取にし省

故しに
料組し厳促

形資り対、

じの

、

やをんま正し

態

、発

策を起て啓

対止喚
職啓

つむる各、

に含す

は脱り成論戦努

き綱と

なをて

、却、す議略め

成目地ど構い

平を産る

指関経を築く

まる局し

がをえよ部と
連取

全更す摩とて

完変

る
排るも携り

にす。耗

も
の工

規さ容

解内 の
と事 条
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イウ
政金

パて導行償

し指賠

ソる項事を

ーい事

道 公 報

のア
導自し。導

が指生た指

項大被項

っ事動、事

あ
た

号外第

－１

８

摘舎、

２指校件

火事火
万 災項災

号

平
成
十
四
年
八

工原旧で

他》旧び復費
にし

に者事出

事因工支

てる手い

い係着て

おに
費の

災討、も

、検しる

発分のあ

の十用が

害を

出

ナも》故支

努因上す

あ生て

コが発し

ルのの
も

ュた管る

ピっやい

ン

あ

等疵が

タ瑕の

ー。理
、。

失りた

亡よっ

をに

。》気害》

よめなすの

置て
装じ

集生
捕が

の

高難も

歳盗る

千のい
発っ

校があ

学件が

等事

・》が

りおをよに

）

盗発

難生
出

失修支

亡、を

・し円
も
しる

とい
用て

費し
繕

通職図めし
て

月
二
日

金

曜

日

害に、

め災等で。

交取

な

。のい切

す等つ適

ま

・を

に査置

生調措

発て
てをる

っ討じ

た検講

当

こ。まよ

、分う

は十よ

なす政とたう

物うま行

財こ

等こ。のの、な

品
亡の行い産と

のと執な
当う管な

失なによのの
によ

つよた適理い

にい
ま適てな当う

きうっ正
、行っ切

し切は執た適

う努

は管こにてな

てな

員ます難なめ

職り期盗

う故とす

等すよ事こま

対な

の、努のの。

へが

によ

火後ま策い

防今め

た適

識も。当う

意とす

蒙防てな

啓災っ切

の火

じ員りま学て
に止は物

交。校、

ての、す校は

事等種

員通通舎各

職交
の火議

注全故の会

に安
止防び

を対防災及

意に
つ対書

起るに止文

喚す
てに達

る識い策通

す意

みと

事組後

通り今
との

に化き

止強引

防をも

故

あ

てて、

いせき

つさ続
する

ぐまゆ

場りら

職お

原たま

のっめ

そ行努

る

１ 道

事 営監

計前題地 地業事問土 土

、理

、理の努は管
改査

の努うまこに

こによめ

イ
計ててを

る検会れし導

万こ管

努に、品

必討公

ア

て全の理

め

務事

や必て検載出業従

一つ等
む要い討臨さ張

努まよ

も揚層きに

と高

イウ

、
にを

導職す

るあ除うあ指用

会

み。機
職団ら承しっ

のを

で

良 良画説点改

た導

っ指

業 業決の事 事報の明》

い、 執告手扱は の定取

つ明額 状のにが多 行続

関内てで投 にい確の 況

れ 監そ る容いと すな資

るるう

要事益基いい行

》人にがもよ

が項法準
企が検

るの則、のう

あ

るす

計て業あ討

。会っ

で必

、理計のる

は処会
適が

則る基、要

原すの
なる

益とを切あ

公こ準

量す

人さ用指。

法と準

命やる

をとな事時れを
職じ職職

得さい項技た
職務て場務

なれも》術

いが員といのの

いての

容

合るあにはる実内

場

の等に

にがっ、異も態

用るがをつ

限、た任な

事前決用あ勘い

り事。

たし検

前承定務っ案て

をによのて討

承認書に

員る
が得記るで、す

認

項のこ

員体か認たた事

続》自と

が等じを手。

事職なが家は

行のめ得

車原

運務務け取用、

政

専ばれを則

営ににれら

し

必事念なて公と

上従

ななのて

要すすらい務

認場義いいた禁

とるる

のにさ

め合務がもめ止

は免こが使れ

らにの、

講平 果
結
査

》
項

。事
れ

対成 に
置月 措６ じ る年 す

則。
にす

措地
土

に

た日

処
に計

人会
法た
該っ

当
よ
益う

公行
、を

し理
対

臨務なと

な業的こ
、

法

技支合な

よ時に場の

い

職の外よ

適術障以い

う

にい他適

な員なにう

正

き囲業な

務つ範の切

事

し一に行

理まで務執

処

に、自前

認し事

、、
に

き正用認

員つ適家承

職
し事の徹

職まな車を

の
は処用し

にて務公底

務
年に用こ

念、理使、

専
当め当よ

る度努にの

す
義

二
六

会指
人う

改
が 置法

良
改 て時従に

準ま
基し
計導 、・さめ

めは的事努

努

来発るす

す本突せま

ま

すっな

務初またう

。

。

続はと

免手。てこ

のに
承を、の

除
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者施用手らと
る

問事が行の計続なな
がも

題業、地概画をい
て、の

点の受域算の経

》施益の、概

道 公 報

通円とすな

必術

改事じ滑かる技い

事、、要的

善前て化ら

見明業効取が助

意説

号外第

る扱

するい定すすい取

たがい

るかこて者なる
、め、が

際がの、にど
算受に開明

に重た支概

は要め庁

号

及市

伴施には

にた期又

益農こ村

受がぶ町

う設

はさ成かさに月 、れにられ関二 こては、てす日

専庁る取

れい、支いる
況い

準。門の状扱

にる
し知術にが

拠的技

金

けを助る立

な識的あ確

曜

ば要の、れ

れ必言がさ

日

支こで
のと項のと急た

業」庁の、

行地現事要

を、のを長概そ

申域況

後

に定事効作に要の

請

出、支

当め業果成提は

ど、し事庁

た、のなし

業本を公な業長

っ事基

作

はの計記告け施が

て

ばの成

、目画載なれ行

たのな基す

申的、しど

あ言

立作とは正

請や費

度化いるの

》は制率扱
資明扱

受のにを。取

、

るにが

農解す確い

益理
のる立

等求もす確

家を
あうれ

の、でよさ

とめ
こ討い

話業る検て

対事

な、が事益必催確

をの

整ポ事、業農要記で

、

い

備イ業受費家な録な
作。

水ンの益や等情の

整の成

準ト事農地が報

や負備提な

をと前家元

っ明費担水供ど

どな説

関

程て会用割準をに

の

選っす

度く等負合を行

予示択てる

とるに担を

田転た限の事し

す。お

）

負とか等

者地と長
定

と申事

、体、が

担一ら
施

にっ者の

らな請業

さ
はて

農検

成用益を

造効受行

正のとつ

れ長家討

さが

る整て

調をにでなにっ

けい申よ理は

和受つ、

る申

の、て請うす、

へ

国が様と請

配計、者、

か

」概のよ式と者

慮画

作びにら

が要方り及も

置具が成記、要

位の針

要のが

づ体示し入そ請

なれす領作あ

け的さや

成れ

計を成か必平さ
ら

、

画円にら要

の滑は、と
え６業

概に、支考年事

う門がて月実

要行専庁

施

は
、上的技お
まに当

支で知術り日に

要が助す土た

庁重識的

改て

事で必言。地っ

が
計りで行良

業あ要を

担

供園換そりり合前、
明当

給環すの、早意説
成の者

等境るた事期形
、を取会

とのこめ業に
概受図扱議

あ創と、の
業略益るいで

わ造と事
り計が農必に周

せにな
献ま画定家要つ知

て貢
自すしをまのがいを

、

り

然るた作るほあて図
急ま

と事。成前かる早

さ調をい
共業すの地こ

、、

、へけは

れ和受て

実慮後域

業配今地

事の
業意

にが農合

施」のの

っづ村も

た置農の

当位
ら備食

てけ整と

をにた

れ記まい等成っ

事た容早あ場

た載し内

こ
記地門

題業改知

載専問事の的

が境

画、あう法環
す門

樹のこと改と

のそるこ

工業事利な事て

業

事費業害ど業い改事

のの計関の計な善

庁決準況
し事

計事問事長定拠、

域とにす
画業題業がし

にき住か整。

生内るで

、

るにある民ら理

す容
つ記のも
が善

い計問計載申の改

環れ事料
て画題画し請

便に

とこに安

境た業の

画作技

計に、

》画、を

る技点計良識

決発す

と者の開有

こ術
嘱に保技

委定、る

。の

どに

適たな者

が当全術

なは関事

でてに、

切っ
用専必

農るの

い、す業

画

予総画係法画い意計
》に

定額を人手にも見

時、作に続の
ど、

期事成異を事なは

なのが法

、業し議経業

公出け効あ定

施の、申

の果告のれ果っ要

設効

。を

管な縦機ば」た件

をら記漏

理ど覧会なが

法定供与な載れ

方をに

がれく

、めしえいさな

点施、たて業
事た、る

概画》行申場、の

の計

に業般

要にの請合事一

載請容はの計

の記申内

的、

認漏がを、目画

確
はれあ審
画施要

適がっ査計、主

ると、の行工

切あたし

行き概地事

に

」」の画

うは適要域計

あ意
と支とに現、

こ、

け係っ見

もの点のなに

要要れるた》

検概》概
はなの

すににばも。

討

漏な、

必載、らで

る記

要
あが業がの

がれ事いこ

。る効市載

るあの、記

術

を長い

」村な

果町の

要き助

善概で的

改の成
行

》つ方を

見にる言

意

討合

は検場

てをう

い法
者と扱

請る取

申すの

、

格ま
資し

簡もに

がとい

術の、

技へが

門者す

専
つを格

に嘱資

者委有

二 き増者七

、

てこな

しす少

まやが

画載
計記
業に
事切

適

。

に努
成う
作よ

のる
書す

際
画の
計査

審

しま
際め

行
容に
内切

の適
要に
概

者
合当

つす
にま

認い
確

知
的周
術で

技議
、会

に
す

うま
行り
を図
言を

助

外基状

、を現

はとい

こ

し。
ます

有と考

部本を

、
は
て

し
ま

き。

、
は

て

担
、

し
と
と。
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が要受る場術を

業長概

画、を益こ合者決

計
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決委確事

更題

改専定嘱に業変問

示画の点

善門すに指計

上たすの対》

意技る当

見術

道 公 報

委る家ら
担い

専嘱。調問専負な

報点技のが

門を査題門

術大告》術妥、

技拡

号外第

き観手てよ少る
善

判委的続定るなも改
が意

断嘱評はめこいの
とあ見

すの価、たとこ

る趣を農と

号

平要担し 成性の、 十や妥報 四技当告 年術性書 八

調し

をあ作農とにの定

さ、査、

変ら成家とは

、分れ変報公

更かし３

よめ市のて更告告

しじ

経覧

う変町２い計を縦

。案たを

と更村以る画

とか同を上行

す後長上

と事協ら意作でっ

るの

変後

き業議同が成、た
知

、、、

は計を意得し

でっる変象

明け更日取

手件

の重てこ更要

》者
告な、。続が

報要はと

はの査つ確

書も調に明

事あ象てな

、で対いで

画らを

計か目

業る項い

載

者す書者当記

を、的

よ記調」の

にるにの性
報記い

いう載査をな

つ

の

、討れ告載も

て検漏

るあになが

有すが書し
、れっ

格必るはけあ

資
へがばた

者要

かっ》

しす

のあ農な。

門れらた

こ旨得林専さ

た産技て、。

とはる水

庁

さ事め省術い支

と、

技委が職

れ業のが者る

い画の術嘱、員

て計も

要資充

るにで的の有を

い委言領格て

。つ、助
しにがい

て嘱と」者て

的なの
高をめ

客の

月可ど提 二能に出 日

、

経てけ

、い受

性つを

性調そ

済の

金

農をに

、査れ

曜

負嘱づ

家委基

日

計確を取付扱し

慮業術

で領し

画にも扱け要ま

更るて領のた

変すっ要

にた」道運。

営改土」

係め道を営用
改制

具平土正地を

る、
改る良定

体成地す

的

事と業、

な年良と事し

まる

扱月業も計支

取３

術は努

技てう

門しよ

専

。

調切す

の適ま

者、め

のつ
書に
告載
報記
査な

し。

な先す

度優ま

作い

者
す格
要資

を有
断て

判
る
らす
め嘱
認委
とへ
る

複区能

、地可

しの的
れ

済

工っ経

のあ、

数で性
業等

構事果

で、効

種て
る要い

れ必つ

さのに

成

計に画庁 基

変同更通

準日画、変に

を付

基あ同な

行続の扱がい

て補係準る意い

っと関

日定本農変法さ

と

付め庁林更にれ改ほ

成て

け支へ水報基て善

ばもる補定計

際示
に指

水つのもま助め道画

導

よ

及時、のた事たに変

てるて計そ

区努
地う
る

ない一地お画の

負ら当
慎労る方域り、管

担、

事技に

合、特

総性て
に

。徴

計なの

更とこ

変と

事

る事ど明集

い助なを

の

、の明に務

が業が確

扱

に要でる取

法重確す

が

づ変いうい

基ななよ

立

計報と討確

く更こ検

れ

変手らるさ

画告かす

ん
手と取要て

更続、必

見ど

計庁の産告づい意
い》の

画長事省要くな

と更。事

第に前が件変

通協定

知議め全手業

同とつ

号し要たく続に

いを助じのい

農て件補

係計

部る示事も関て

政

たのでが画

長がし業の

更

知こも重あ明変

通、

な、にを

）れの要り確

と、業もお更
をはで

び事なこののい取

び及
水洪業っれ重がて扱

排

領

の水費てと要あは要

。」

時時でいはなる、

る別変 期に
及お又。に更道

告土成

びけは、報営平

農 水る
量措の林要地

と良３

並置事水件改年

係に省し事月

びに項産

に
理

干る係がて業

重管の

影重力。、そ、

更他要理方

響なと変の

続間の重なす法

を手時

貯

えがを法要部べで

与

と施水

る求要定な分き

件分は設、

場めす要部

れ仕はの、の放

合らる

種流

が

施更主類、

あて組、変

りと行と要並取

るおみ

、

と、なにさ工び水

こ

画るよ
か相っ係れ事に

の

し画

定計

確に

を。う
受

着、

には

事更

工変

、

、、

この

る者

す益

手

二
八
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あ工あ

題更

る事改変り変問変

適計点計

がが善更、更

見続切画》画

、完意手

変了

道 公 報

依旨る

題更

改受頼を必変問変

が手点手

善益す踏要更

場えあ続》続

意農るま

見家

号外第

同に取 がも補協

よ扱

執らい 条 力法 、のし助
し行なが の を第 こがか

のあ得

事っ、制け確 る

号

家上
画家

題画計農

問計にの

、等料新

》更変か

点変

、業り月 事費、市を生し二 業、酪町も産い日

に画農

の効農村と計酪

等に酪、等肉

一果等の

定牛

計を係農乳を用

般
画定る肉牛金

飼て産

、め事用のめ生

主る業牛曜

頭る代

要この生育い近

工と一産日

し》はにのに
地保す

。

理容、

手て、処内は

更

業

をる前すの事

続い事

の行こ討計

終もにる検

。十と

るがうとが画

え

で様

にっき分同

前あべ

い、

既。のなに

、たも

の合たるがは
もに

にで

扱延事

同は取。遅、

》

とてに

徴地いし前

意、
るるう

事自すい行

集方
市のうき

を法よべ

務治
すで

村正討の

町改検も

務た地度れ立 に条

に趣

合 を。方がばさ よの 場

市自廃なれ る
２ は 町治止らて 委の に

な 契に 、 村法さない 託

、がい 約よ 地 にのれい

頼正市、。 る 、 方

依改

例 る 治

しに町こ 特 あ 自

りかし い条 法

てよ村う

法ま

る、ら第は例た

い

概意

続の同

手更ら
機関

と示す

つを徴

一要を

の

が

、分務

て３事

ししる
意係

農以る

益２あ

受の

適
村、

町め
市努

元に。
計
画更
計変
種に
各切

の

関努今
合反
整に
の画
と

画

門す計

部ま、

係め後

、行

しを

携更

連変

が。

更
変

事た

な当

切に

適う

は
て
し
ま
き
つ
に

き
続

手 用

の省費。

関係やす

、

議の

が協担

力と負

協庁
と市方

欠、り

可しあ

不

て

こへい

る村つ

な町に

事や

営集家

道徴農
との

良当実

改に域

地務地

土

知

計ま熟

業りを

事た態
、地

更はた

変てし

画し

確ま
のし
性映

手

も業労

農で施体

営問営の実働

３
、

理は

処て

務っ

農題

作い響にのて営
計

業状改計を、あ検農

後
今

に況善画与適り討

計

地の効を査耕指査
と

に画

出計確果適計地導

か委検

張画定の切画部

、方し

ら託討

課部事
が施

改変変問事又門の

関

続地元
善更更題業は

が

化れ内の

同関係

の元

、後系

画いのあ

計て容

ど

画》画受にな

計点計

改

策、農けの

のは益お
方

方業の導善

定事家る
を

が画向作向

法計意入
す

確基踏、示

明のを物
と

なをえ付と

で本ま作

す画

す事系も

いな、体

、るの

追に意のえ切方
行職必策

わあ見変るに
合わ員要定

れる》更場

連、がれ研がに

、。は

のるい

携受ある修あつ

農こう充。て

が益るよ

のか務な

分家と事実

十

担、理に

は負ら処ど

と

影期制い

えに適体つ

言

所のや測に部門多部
な

は

の変複定行門はく門
時新

担更雑がうと、の
事間規

当業で含たの工
携のを採

と務高まめ連
はが設費択

なに度れに
お、欠計や希

っはなて
容り耕か、し望

て、内
業を、地せ積、地

い事
。地含こ部な算一区

る

、調

区むの門い、方の

、場調整

内事業とが現

担点計計担工

容業務調

見画当》画画当、

意計

に、理

》は部の課し管
当

適の立置計に

、門樹

制務れのた

切体業か画
い更耕

定がはて変る

に

課

る分支る業地

め十、

なの査は又

こで庁調務
画工耕

。い管計、は

と

。

策に討た

がる検っ

理

に

れか分

さか十

定もが
、れ

標ずわ

目ら行

、わ
変計な

が更い

値変て

数

平ど整
、

さのも

更画い

す

営成を理

農

関と

画３画と

計年計る

定記資に

策に係も

の月

二 方載料、九

に項成成

法事作平

つや要

を

課し明

備催説

整開で
支ま

議道い

会全行

長た
月画。

５計た

、庁し

や
担

ュに月
日当

計ア係
疑開

変づ質に

画ルる日

務の答し

業り応催

更く
成道

つ環作全

に一をた

して、庁

ましし支

きと

と月

ま載」５

き記領年

し要
て領し

等
び長

及係

、
はなて日

成整

て、平調
に議

日会

課

は計
、画
ニ更４・

マ変年長



４

る事ア

の済題土

改営よ業経問

意検検評効点地

善農う

見討討価果》改

北 海

あ

機ンがそ計定るあが
こっ

関タ一の画なこる

ー体場をどと

。

市、とで的にととた

町農な、確よさか

道 公 報

と定が業お
つて

な方あ営問農にい

点負い、

る法る農題家

明討》担て支

重を。検

要

号外第

利なてらてで
る

用どし、、い改営あ
計と

区をか特営る善農
見画と

分定しに農も意

、め、定計の

号

平に根画 成、拠に 十工とお 四事ない 年のるて 八

る度測事

》組す制の良

要つがは

の必に定業

織
あて切最

置がい適、

設

費

を。なの

針るで少

方

れら

す最

にで

確用

明い

策経て、

村業っ地にり

営の定営い設

、委た域

協会農意し見る置

農員

、れ

、、検向、通がさ

営を類て

農土討を経し

織映償明似い

業地組反

良良をし還らのな

改改

織も

普区つた率か組い

算すがの

及等く営のに

庁
良織がま

、

セ）り農

に織伴、、

な確組をは
ほ業益

のすがう事受

も

代

あよく場の者

でるつ

検れの査表

るうら等調
的画農

と討て面計、

こ

関

らるな整段業

かすい

策要事に係

、必い備階
地

に

生る記め画が》はも

か地、

産こ載らとな、

たてっ域個

計と事れし

さやも体た農別

画と項

家

労れ記の系。業農

、

なに展の

働て載が的の

善る式い作開経

改い様

さ目目

計。にこ成の営

た
」いかれ標標

画つと

種も、
の

月類の 二とで営 日

の

水業画

備事計

整、農

を画概

準計

金

定一、

決の要

曜

る計地

す般土

日

調
の

者
術

技
門

専

及係留

普構らす

き
つ
に
告
報
査

ンよ来

セに将

及成、。
に

や種等

ー各向

タる方
動て

者活い

益討つ

受検
含実査

をを調

等
モ

検にら

農度か

営年区
地

織成ル

組平デ

討、
に

定

まの選

き度を

つ年区

整。

は計、

て査し

し調 明
説
て
い
つ
に

ど
な

性
合 等点

び長意
行
を

、

開でて

に議し

日会と
ごの

た業域

し事地

催、
庁取振

支の業

道と農

全

て
し
ま

計り興

め践を

そな者し告とし

組ない

たし行

農
すこの者なば業

定続 地に

成望改

平希業

、画

るの改必

るが良にけ表 力担

し
ま
い

。具技事つ との者の

されるてと益

担と策

画ま施

／ れ測た

か

の当て

大妥し

当めと

もにし

のら事にて書。

い計査ら記、

事な業調

し済

計こ画をう載経

業

に嘱とな効

画と案委こ
れの

につしにけ果

案。
載て報るば測

記い、な
書、らは

し、告がな定

い極

け門をそな、

な専

ば術出報こめ

れ技提の

画

るの中事がるな事計
の案

こ測で業計がら業
い適を

と定行の画、な
のこ否作

とはわ施のそ
要概と決成

な、れ行概
請を要。定す

る次る申

ととに作に後る

。のこ

載支と

おに先成記、こ

るちるし庁に

りな立す

がる

種。、こな長な

各
手請にれ事が

の申とけ

事な

体術業い年様良要

果の業諸

的的にて効式

け、額制に係

な助お」

定とる等定お数

測言

るつ

方し経経のにけに

定い経い

法て済済算つ

果果方て済て

は定効効

農たのの法」効」

、め
林測測及及果に
測い

水土定定びびの従

産地方に算

省改法お定土定算

農 て定施見効負限
を
家 効 いの設込用担界
が超
所 果 る基のまが金

て農え
得 ／ 。本耐れ全

年効の業な
＜ 費 的用る

用 な
考数果費経い

え期を用営こ」 ≧

） 方間予を上と

は内測つか 」と

、にしぐら ）さ

整発、な負農れ 、
う担家て

さす全こ受能負い

備生

効

を検済

果を経

効性、
た測

得るの

げす果

上討
う事行

ど、を

かめ定

る

と

資価と

投評こ

か前う

を用行

町査活を

、

のと

う、ま

成、行しい

平で
作
度収か業。

年物ほ事す

種後

、・各施

は量、実

、に事効

村質のの

北品

成でこま今す
北関業果

、と事し後。

中
心

実は効

的年道で業ての

か農務施、果

工度立事

の定

でら業を後そ測

種

験め効把の

あ平試進の

場て果握参

る成
暗

発努に

渠年にいのに考

まいす現めし

排度おま

域の諸

ま部制地果に
水

整当実測係

計し門の担

は連備者態定数

画ての

つ

更、携を会やをに

変

来導い

時計強行議将指

ま個動して

の画化いや

更図す別向ては

経変を

土

効業る。打をい、

済

せ案と地

果務な合勘く

的
事観
、客
はし

のとど

測求
がを

体価
主評

業

三定め 〇

見す効発

経い
たま
して

査把

、現調の

市る果現

。状るて

里調を握

斜地

い

関の調況とま

にでて
カすつもり

し３査にと

と改

、

平年るきにま

、

務おたも良

測同事にし

業

に、処い経に事

定様

、効特の

つ関理て済、 。
果す

効ま
済り

き係体 対
に



平
成
十
四
年
八

北 海

扱
取

の

道 公 報

ウ

誤っ経り

十次をなお区

係

にウって済適諸

分の
行かてい効切

号外第

済い耕

イ
。事、効が地

いわんる

果、部

てれど
支計及の上門

もてが業

、い

号

も

雑る段に

複すのと

てと
でこ階行

月
二
日 の更高に 円回

画平り

とっ年協計なよ

い月をに成算

前て１議

定

年
度るに開お金

て度て

をが市始い年し

、町し曜

割価る

円平村た、単い

下成と変日

平

必種毎さが単もる

い

価示労 要の年れ

賃 な単度る月改さ成
単 諸価本がと定れ
度価

係に庁、遅のて年
なには

数つか通い適い

及いら知う用

びて通時え月いお

各は知期、日。け

欠

わらいな果を分数

、

れもるいの
の定事適 て明もも測く

かやなに例経 切

いらの

効

を いな実どおが済

な

てっ果 欠 こよ質がいあ

なっ、たの く

とう的あ

事 ど、測た次。測

なに
ととに 例 か測定。の定

る庁画び測記と
、

ら定

定２調

有

員変のをの査

資の職の

計

格は

段わで画

者僅に更各行

っ際階な指部

へかよに

調かてしにけ摘門

のし

たの

査な行ておれしと

てなと連

委くわもいば

て上、らお携

嘱、れ、

行とい記経なりが

がほ

て

高かはれ

、とでわ

、

申庁る

な、支い

度ら、
た

的者技ま

門請の。

専
識測的、

知が術
るのつ

必す言に

を定助

要

の

と収積最収れ積

収い

５用い変

なはの近をて

作年動かいる動

る、変

こ、考

物毎を年るがを

作慮平と作慮

別の考の

面ず

況付し均と付せ

現

扱
況取
現の

単面た単さ

単

収す

時実い等向いり定

、量る

に勢なかに上て
果単の際

用価いんお効
るの位増の

い格もがけ
排農算面加基

たをのい

あ水業定積額礎

単反が
しっ事生に当を数

価映
、てた業産おた算値

が

こ、い

が原年価るがし

各をと物こ

あ生則の格

物し年もと価と

っ産と

ら

。のてのとさのか

た

算て動、

単最農にれ変

は５受定いが計

価近家

なてい

、か取する激画

たど、算

肉画用い指た
がめの誤定

用でいる示
、十、保っし

牛定るが
と本分成有たて

生めこ
諸と庁で牛率係い

産る
代係さかな、に数る

近

の

化数れらか若つをも

計をてのっ牛い用

等、

が農は

の酪て

もい

。業道

た事海

っの北

あ

お農
に酪

三
一

。



害の
被量い

止扱

北 海 道 公 報 号外第 号

平
成
十
四
年
八防取

すな業

お効干の定と農

、害るる共

ほけ果害被

農算水防際被済

場るの

合

備業定害止の害組

整

礎止な

事生に、効基防

害を数量ど

業産お冷果

上て等算値はの

等向い

生単るがししい

、、

に

場直収こ、てたな

部る
果合前をと一い取い

効

の

がに５もと部る扱も
をが

発はかとさ効のい
、行あ

生、年にれ果に
発こっっ

し効の推てが
る生うてた

て果平定い

。

い発均す

単基展

しててか均を進

、過収本に

てい計はら

も変計去をとよ

除る画

、

しの更画５用しり

外

る事既

、が時変かい、

時のこ業に

算あに更年

たい点平との一

定っお

。
し

なう年

場除でれしのの

定いいちを

異合外算て

はたするまの異

常にし

気

象、最るがま最常

気

６の象

年そ近こ、、低

と認か単年

がの５と確

を年さを年収と

あ年か

る
月
二
日

が

各しの

、均も

に平る

単算あ

年て

金

をした

収定っ

曜

純い
単て。

日

当量こ当量も畑
率
収
増

帯

し初をと初のの地

現

画まあ

て計もと計まが

い画とさ

た草

るのにれのにっ牧

害て。）

場被推て被し

防する防い総

合害定い

、止るが止る合

は

の止れ

あはい変も防さ

は時を施て

っ被、て更

防画、点把設一

た害計

供効

止変原直握が部

。

とま、用果

量更則前し

発

把にしで被開が

の時

小すが算

握おての害始

・さこ、定

現害面こ況
修計いと修し

況防積の
当正画作と正て

作止相
を分防の付さしい

付量
積計に止い面れなる

面

の

で画修量ず積ていも
まが

の作正をれでいま

被付し現か除る

た単防

がいをに定っ害

／て。位止

、の過１し

分、の２い面量

十に去

も当算

な被被をる積の

防量じのた定

根害害乗

被、

が止実てがりは

拠

計こ

被統る
な量績算あ

資づさ

係基と

関にと

害

る

被定い

や算て

料きれ

、、、

害す

三
二



平
成
十 件扱四 輸費い年 送の八

北 海

送取
輸の

種い

道 公 報

取
の

果い

号外第

塵
防

号

人取

扱
取

の

月
二 幅根さっる算日

道業に

に拠れた農農定

加ない整経お

増とて。
い事向て

さるな備営い

せ資金

のに効生

て料も業上、

いが曜

あけの物

る整がお果産

が備日

る算の定の用る

車扱

、

。農農定輸す聞トと

た

ッて

道業に送るきラし

にりク、

整経お経際取

て節、にが節

備営い費

業上、減農よ大減

事向

化を

に効生額家り型額

ら搬す大

お果産をか運

効増ろ品定

扱

けの物算

っ果収を質し

る算発よ
をてを効誤向て

農定生
お軽生算果っ上い

業に
産い減ず定とて効る

生

の

向てするすす防果も
しが

上、る作るべ塵と
よてあ

効砂こ物際きに
こる算っ

果塵と生にと

い

効
ののに産、

果準がは画
樹％る農 を増、

の整

算収計％立をも道

点いが備

定率画で時用

更るのてあ事

すを変あ

際い時の率算っ業

る用

。お

にて点にで定たに

計るてけ

、いの、あし

い害

整生お湿

い

標る率

業上、止

事向て防

備産
ょる

お果きよ

に効暗に

農定水収

る算排増

けの

家なる盤スお

業にの効

エ
果した上定基る

効較っ

経

る

の代のこ強にけ

調扱

た促め作

積表かの化定

上家明め進て付

み農が

本る績

げのら、基い実

と例か

想、確

すをに市構がを

とれ村」事認

るもさ町

完た

かにて農な業し

の

な経を了と

、しい業ど

ろ

準定い営ベ後こ

標て

効基づこ
的め。基ーに

物果礎きと

済内た。作

とこのにと、と

効容と

れ

の事ろ作おな受さ

果

も地て

測業、付ける益

画作の区い

定実次計る

後よは物で全る

の施の

、

にのう、生、体が

際

農し個

目実な農産営と

生果計て々

標績事業効

をが産の画定の

とと例

な

た比あ向算にめ農

し

がい

どをでこ画の調置
の明も

の算のと変調査
が年らの

程定交と更査
際必月かが

度す通さの
てに要日にあ

節る量れ
査おもでやさっ

減際調
、をり、あ調れた

でに
る道行、同る査て。

き

査い

か路う計様が位い

しがる算外

量取
通の
交

と転てあ農生定の

る運

お般

推助算っ道活に一

備境い交

測手定た整環

加て事整て通

さもし。

農経

るえい業備、の

れ

もお果業費

の２るに効

際
、とのけの以が

に人

る必は

輸すにに

の定行
手

費にな転

経際要運

送
両は人

減車員１

節、人

、

算運実あ

をの、で

額

三
三

、



い効産か

よ携ニつ生と

化アて果技ら

計う強ュ

変耕をル検の術、

画、
更地はの討将や困

北 海

当で告的る

当調要

改経性あにな必

こた査が

認幅善済をる
断とっがあ

しに意効判

た大見果

道 公 報

てお

の向のか化ないに

が、け

が農上輸をがる

あ道効送算節

号外第

ほ々

に績業節あしは個

ととの

見と営経減るた

込が農営効が

号

平
成
十て込高 四んん収 年菜で益 八

場な

時部じ作す来市難

必測価面

の門め成る予

分ど要を格も

測と、な

が査か職が的なあ

定調

がが

適計り員あ確どる

。行変、

切画や研るに

門いのう化諸

に部す修

る数

わと測充こす係

行

マにはこや

れの定実と

》のすかて適る

、

る連

こ化測るらは切。

と型

専有行

ろし定上、、に

い、極門資わ

、てはで

者る

画る事め技格れ

計

の重者によ

目も業て術

検

よが経要のよう

標の

も査客討

りあ済な調る

大た妥の報観す

、っ的

っ整果経定減、計る

。

乳

た備の費す額農画牛
立輸

。事算がるに家樹

響数時送

業定ど際影戸
点車

ににのに

おお程、を

事ト

けい度輸及戸との

す地業ン

るて節送ぼの

でのこ区完数

農、減車

経産き大とに了を

業生

ん農

営物る型にお後確

ろど家

ん乖作向果、こ
業、進単

で離業上の事
定完農ん位

いしの効算
に基了業でに

なて共果
利お礎後機お行

いい同
も用けとの械らわ

なる
、の計るな実のずれ

ど

い

目が画営る績共、て
業る

標あは農もを同作
用もも

とっ、経の確利

のい作

。
実た農費で認

月減な物 二作かの 日

見

込りが

見た作

がっ増

れメ込

ま、

金

のンれ

るロま

曜

見どの

になる

日

済定

効の事環はの経測 再区調
イ

果取業境なか つる評が再に

もいかす 事再が事着にと
しなて も業評再定業工つし

て

現異析るア
題農実

しなすよ事問を 産に事

生更

てっるう業

組の上い、効し

物検業

し

あみ必のかと果直

は

うつて

るは要配、いに

にな事６いい

の十性慮

、か変ど業点てな

か分
、化事達がはい

は業成示、。

れ評

業当な推はさ再

事

の上込て価

コ初い進見

点

ト定かのまい時

ス予

題るがで

縮し、課れる

い、、地価生評進
減た

しこ事平区をじ価捗

か

て

、と業成の受るのし

中けこ視 再も採

る

評あ択年にずと点い
しか

価り後度はにとと
るて、

制、６ま、完な

度平年で一了

事

を成度に度す。、

以事もる 導

業の

入年上業本と事業

的うは経

し度経を格い

し了な地順済

てに過完

地価評め採又いて
間お

平区を価た択はてい

、

。

成別行の要後継、る

評っ対件５続５
でご

年価て象に年中年

当経あと

度実い地該を

。はす過るに

か施る区

施

、領、るし事実

ら要
」農もた業
点施る

開を林の時実す

め産しで地こ

発定水と

林施
共、省、未区と

公

再》水す

いてな検の点

る、す評産る

るいど討

がと

ど場次る価省こ

か

測要十、を

う合の必が

け

をは定が分公受

かに

るな事て

把、にあで共

しの用。い業、

握そ活

予因て再に

、原しの道

と分け価い

測をい評お

に

なる後

価す施

単討実
あ標

算が目

の要、

ど必
効

にた

法。し

方ると

定

変と
、

、発

てが

い果

つ

ま

評共委に更し

公者度

業会け）し

価事員お有
再休。

果地）る、た

結

価、

対別意評止

の区の
ら止

方価をか廃

処評見
継分

に門ま、に

針専踏

のすのあ況す

、

つ委え

事数。な測りも。

良の

すま

に業値お定ま踏

法

引再つのえ

基計を、に

そ

くに用評いで、

づ画

時は国の

事おし価て、

にてい点、や手

業いて

国他の

つ測るに全、法

しこけ的府確

い定とお

に測

区どつを門等は
て

済知時定

ににい行経的

はな効識間し

あよてう

て重、ど果をを直

っり

すて

も大必、の必要し

定とるお

、な要適測要

応なにしたり

社課に切

経等じ選つ、めま

会題

再ん

済を追定きか、せ

産
対水

林
情有加にまつ

た
選め

の定
区が

地省
象

ま該
きに

つ件
に要
定 三

四

ま会平す

き員、続類

し成変る
更こ て第

な県立

、、

は三年無と

経で経課のに

はたろる

討め

同済あ済題検努

、

ま果も状ま

法効り効で

勢すし努し、評が
上果

時土

のるてめて現価、

、調点地

変地再まは地

価。専査で改

化区評す 、い
はな
てし

し当
なに 農地



平 っ成 た改工財問道十 。善事産題営四 意完管点事年 見了理》業八

北 海

５
施そ完あま
、

設工問工の了っまま
、完

の事題事旨公たた

が変了

利の点をを告。

用完》完公

道 公 報

よ評制必

必ら方る価る

測をう価度要

経要、法

効し定用検結のが

済と
果、をい討果趣あ

号外第

に
う

価休変をと小改事行
再こ

結止更拡しす善業
見評と

果、が大てる意

の廃必すおの

号

休と

農果、と

結更こ

ウ

》ののに

水事止さ

林、

月 公取よ二 告扱る日

、

滞適は

遅が産

はい財

くで効

な切

金

うい的

行な率

曜

と用

こ運

日

計告

、了了告著更公

。

たなく画を

管公ししし

っ

にがとけ遅の行

理告

ばし定て

つ遅きれ延確

てしはなてがい

い延に
なるわも

て、らい行る
なが

る滞いもれの

い遅

に

、
く、がいあ

ながの

のか行るすの旨る

後係

処生

測つうのる対が。

合、要方か

定、場か必

れ

は間に取が針さ

に時

いるつる

、をは扱あに

門すどを。いよ

専要、
よ確、検

的るの明てう
評す

識とうに再討

知こ

るりか》価。
をかなす

処にな場、がの

対止要

業昧象

方分も合事曖対

さに含をに地

針類のも

っの

、れつめ拡な区

は

て全すて選

継、いて大

を

、業はてるい定

続事

直か。適

見計、見のる

、
しの業し縮切

直画事

中い

省のはて

産業又れ

い、のが

お続止る

に継
をに

は小針道

て縮方、

評他定け

再の決お

、そ

有
道

の変る評

価のする

理
管
・
得
取
て
し

と
産

財

遅た門了

工、ま部完

す

な計連告

完滞、が公

事
行変を行

のく画携を

了
よ地りよ

告う更図う

公
努に変努

つう区、う

に
まい計ま

まめお更め

き

る

の
も
る

てすて画す

し

与のな流
理善町

す目ら施管改市

定

は。は確。

る的な設

今関後

、、

もとう

題営

の記改土こ譲問道

を載善地と与

道管公得る

題作

有理有、必財問農

のとたと
財費財管要産

本等産

基

とにと方の。改道が

方き村
しつし針協善営

村

治 管与土

自 び譲や

及

ど行見に

場どいなが意

、り、公わ》譲

合おが
村施てす

市に農のれ与

な際

村用公設いる

町利
お管、しいに

に、園と
験のの施

い理体ても、

あの

はな農条が設

てし
本れ、にっ管

、け園例

。先点事
来ば交よた理

、見良の》業

、し意改
産産よ

地譲》財財に

土

帳理財

良し台管る

改与

記適を

産いのが産

財て

をで市

帳も載切、

台る

確い村

地が的な町

にの
館た行譲

会っにに

域あ

》準

産や産理が台点業

適るの備

と人統があ帳

るの者切。記休

す員括
の行を施

こ確とに載憩

っと

はを協わ誤設

と保
特うのるてし

、伴議れ
とうる整

例こもよいて

、討し

あかに検備

でと

意事本
、、取すた

りら

どが見業と

ていてな議

は得に行》にさ

いて取

るて

。、、つわよれ

る

理てて財お

し譲管いれ

、

ししし、い産り

か与

有い、譲

、なて公なは

地でる財も譲与

農いい

がすな

防、が産の与し

有管括あるい

災道、統

条地
ム財理者っこで

ダ

適を良

第 の例改

法 理
正定区

譲 ２
を、に 第
化め等 条

観者す の
る益与 項

図受
と に

かあこ 定
点でる 規

地づ町基

、市を 基
らる

譲の理

に後管

村与な

。

れ

る方わ

す理行

与管が

設をる

施法

三 に確よ五

。

まるめ

きす努

つ認う

たなす道

成しま
今地

６、土

年。お。営

後改

月

に

当切業

に適事

日は良

産
財

帳務り

台事よ

該な

周

ま
き

つ
に

載
記

の
帳

台

た
課し

理ま
管し

部知
興 り年

て
い
お

に
議
会。
長

に
つ、ま

き適た月

ま切、
こ開

て管のに

しにこ日

関行にし

、をと催

は理
て道

部よい全

係うつた

、。

てどす

しなま

門う

理成

を処造
譲切
、適

は

まめ町

し努市

正にし

訂

い
行

を
明
説

平
、
は

て
し

平農

連め、庁

が努は支
振

をす成業

携ま
図。
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第第
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委査

監成る監

査週

の年員の火 結度会結

・ 果にに果

金

報る告基

の係報に

曜

北

の通 監

地監知 査

査が平 公

のあ成

方
表自
結っ 第治
果た年 ６

にの８

法
号

基で月

第
づ、２

き次日 条

海 道 公

はや行
済必

るのか改土難経う

改い性要

が事っ善地し

。見良面なが

、業た意

時果》事がどあ

現効

号外報

た

事のがっいかし

アイ

、う

業農利十た農たら
地計え

効道用分。道用

は整取画で

果離実にの

が着績

第 号
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平方る事問 成法。業題 十をの点 四確効》 年認果 八

告随づ日 時平き
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行 じ 査

措

の年た

結
け

い付
つ日

に６
果月置

と ５、の 第

、海
は北

て

公 規第り の条お 項同
り
規る よ

のす に
項表 定

、 平
り た
よ っ
に 行
定。

にるつ。

点が業あにる

いし、

お分つにき

に十

はもに

てはてて更

いに

将そ細

初現、、詳

当発

予必検

画れ来のな

計さ

に性を

おい測要討

どて

十陸が発備得の関
りな

更事

分場ほ現事が変連

に部を業

に事とさ業一

どてお困行と

は業んれ

現おないい難いな

発に

一た

さいくなてと、っ

計っ部も

れて、い、な

業の画た除の

て、事も

な産効がしこ外が

い農

変更

い物果あてととあ

すに

ニ慎
月るつ 二よい 日

る
す

討
検

うて

金

要
必

曜

あ
が

日

報
成公

平道

北
海年第

道
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号 査

会）
議表

員に公

委日で

徳（
購 、し

読 永知た

料

教 成

事。

育
員海海海 度
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ら に
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事ー重化を

講

的うじに

計の行生切

業
なと場う

の確とた行

画
握ににう

定把も合よ

策
将社、め

当や、は努

に
予経業す

っ来会事ま

た
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て

金 光及（
送 び

料 孝関

と 係

も
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月
額
三
千
四
百
四
十
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た の
じ正榮 務 よ勢の

、を情画
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旨

事項支 導
指
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地

対係 にに 項出

円
）

予あ
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行予年の
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へ執算っ
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